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●クローズアップインタビュー 

●たかはまの財政 

●後期高齢者医療保険料が決定します 



●人口と世帯数（H20.6.1 現在） 
　人　口 

　世帯数 

44,525人 

16,842世帯 

（＋ 77） 

（＋ 54） 

23,077人 

21,448人 

（＋ 39） 

（＋ 38） 
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市長との対話日 

　7月4日貊、8月1日貊　午前9時～正午　市長応接室 

※8月1日貊の対話日は7月25日貊までに、人事グループ 

　（蕁52－1111　内線309）へ申し込んでください。 

税務相談（税理士） 

　7月8日貂　午後1時～3時　市役所市民相談室 

※相続・贈与・不動産取得などに関する税一般。 

　予約優先（蕁52－1111　内線269）です。 

労働相談（西三河事務所職員）　 

　7月9日貉　午後1時～4時　市役所市民相談室 

※職場での悩みごと・困りごとなど。（解雇・賃金･労働時

間など） 

市民相談（市民生活グループ職員）　 

　平日　午前8時30分～午後5時15分　市役所市民相談室 

※市役所へのご意見・ご要望など。 

日系人相談（ポルトガル語の分かる相談員）　 

　庁舎内の案内など。 

　平日　午前8時30分～午後5時　市役所市民生活グループ 

・A PREFEITURA DE TAKAHAMA CONTA COM

BALCÃO DE ATENDIMENTO EM PORTUGUÊS

DIARIAMENTE ( INCLUSIVE SÁBADOS E DOMINGOS)08:30 ÀS

　17:00 NO SETOR SHIMIM SEIKATSU GURUPU,JUNTO À ENTRADA. 

人権相談（人権擁護委員）　 

　7月3日貅、8月7日貅　午後1時～3時　市役所市民相談室 

※いじめ、虐待、差別などの人権問題。 

行政相談（行政相談員）　 

　7月3日貅、8月7日貅　午後1時～3時　市役所市民相談室 

※国、県、市などに対する苦情・要望など。 

高年齢者職業相談　 

　平日　午前10時～午後3時　市役所高齢者職業支援室 

教育相談　 

　平日　午前8時30分～午後5時15分 

　子ども権利支援センター（全世代楽習館内） 

※事前に子ども権利支援センター（蕁54－4686）または学校経

営グループ（蕁52－1111　内線345）へ申し込んでください。 

心配ごと相談（弁護士） 

　7月2日貉、16日貉、8月6日貉　午後1時～3時45分　いきいき広場 

※予約制。事前に、社会福祉協議会（蕁52－2002）へ申し

込んでください。 

女性悩みごと相談（県女性相談員） 

　7月14日豺　午前10時～午後4時　いきいき広場（蕁52－9871） 

※家庭のいざこざなど、人に言えない悩みについて。 

介護保険相談（介護保険グループ職員） 

　平日　午前8時30分～午後5時15分　いきいき広場（蕁52－9871） 

こども相談（刈谷児童相談センター心理判定員） 

　7月9日貉　午前9時45分～午後4時　いきいき広場 

※予約制。事前にいきいき広場内地域福祉グループ（蕁52

－9871）へ申し込んでください。 

家庭児童相談（家庭児童相談員） 

　平日　午前9時～午後3時45分　いきいき広場（蕁52－9871） 

※子どもと家庭の悩み事相談など。 

母子自立支援相談（母子自立支援員） 

　平日　午前9時～午後3時45分　いきいき広場（蕁52－9871） 

※自立に必要な情報提供・指導・相談など。 

母子家庭就業相談（県就業相談員） 

　7月15日貂　午後2時～4時　いきいき広場（蕁52－9871） 

心理相談（臨床心理士）　毎週水曜日　午後1時～5時 

※予約制。事前にいきいき広場内地域福祉グループ（蕁52

－9871）へ申し込んでください。 
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題
図
書
の
貸
し
出
し
開
始
（
図
書
館
） 

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
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紙
芝
居
の
日
（
図
書
館
） 

少
年
の
主
張
大
会
（
い
き
い
き
広
場
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花
火
祭
（
碧
南
市
） 

紙
芝
居
の
日
（
図
書
館
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作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
（
図
書
館
） 

古
雑
誌
の
無
償
配
布
（
図
書
館
）
〜
8
月
7
日
ま
で
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橋
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9
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は
な
し
会
（
図
書
館
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土 
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月 
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ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
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ひ
と
と
き
（
吉
浜
公
民
館
） 
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受
章
の
感
想 

教
員
の
仕
事 

苦
労
し
た
こ
と 

こ
れ
か
ら
の
生
活 

嬉
し
か
っ
た
こ
と 

主な経歴 ・昭和32年9月～昭和38年3月 
　愛知県碧海郡高浜町立高取小学校 
・昭和61年4月～昭和62年3月 
　愛知県教育委員会 社会教育部 社会教育課主査 
・平成元年4月～平成3年3月 
　愛知教育大学教育学部附属養護学校　副校長 
・平成3年4月～平成5年3月 
　愛知県高浜市立南中学校　校長 
・平成5年4月～平成11年3月 
　愛知県高浜市教育委員会　教育長 
 

クローズアップ 
インタビュー 

   
教
育
委
員
会
か
ら
「
春
の
叙
勲
の

受
章
が
決
ま
り
ま
し
た
。」
と
伝
え

ら
れ
た
時
は
、
ま
さ
か
、
私
が
受
章

者
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
で
、
非
常
に
嬉
し
く

思
い
ま
す
。 

　
5
月
１２
日
、
国
立
劇
場
で
の
叙
勲
・

勲
章
の
伝
達
式
。
そ
の
後
、
皇
居
「
春

秋
の
間
」
に
お
い
て
の
拝
謁
は
、
直

接
天
皇
の
お
言
葉
・
お
姿
に
接
し
極

度
の
緊
張
と
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。 

　
す
べ
て
が
、
良
い
思
い
出
と
な
り

ま
し
た
。 

   　
私
が
教
員
の
仕
事
を
長
く
続
け
ら

れ
た
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の
支
え
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
保
護
者
・
地
域

の
方
々
の
支
援
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ

の
こ
と
で
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
の
純
真
さ
に
は
心
を

打
た
れ
、
彼
ら
の
交
遊
す
る
姿
は
、

大
人
社
会
に
も
通
じ
、
い
わ
ば
「
人

間
学
」
と
も
言
う
べ
き
も
の
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
教
員
と
し
て
の
経
験
を
積

み
重
ね
る
中
で
「
授
業
」
と
い
う
言

葉
に
疑
問
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
学
校
は
、
児
童
・
生
徒
が
学
習

す
る
場
で
あ
り
、
主
役
は
彼
ら
な
の

で
す
。 

　
児
童
・
生
徒
が
、
先
に
見
据
え
る

未
来
を
豊
か
に
生
き
て
い
く
た
め
の

基
礎
を
学
ぶ
も
の
だ
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
が
主
体
と
な

っ
て
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
を
進
め

て
き
ま
し
た
。 

　
そ
ん
な
中
、
や
や
も
す
る
と
勉
強

に
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
児
童
・
生

徒
が
自
分
な
り
に
学
習
に
取
り
組
む

姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
私
の

想
い
を
理
解
し
て
く
れ
た
の
だ
と
実

感
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
教
師
冥
利
に
尽
き
る
想
い
で
し
た
。 

   　
教
員
生
活
の
後
半
は
、
異
動
が
多

く
知
識
・
技
術
の
習
得
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
即
座
に
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
非
常
に
多
く
苦
労

し
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
先
輩
諸
氏
の
指
導
を
受

け
誠
心
誠
意
一
つ
一
つ
の
仕
事
に
全

力
を
投
じ
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

　
様
々
な
職
場
経
験
が
、
私
の
人
間

と
し
て
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。 

   　
か
つ
て
の
教
え
子
た
ち
が
、
今
で

も
私
を
友
人
と
し
て
交
際
し
て
く
れ

た
り
、
ク
ラ
ス
会
の
出
席
を
準
会
員

の
よ
う
な
立
場
と
し
て
声
を
か
け
て

く
れ
る
こ
と
が
、
と
て
も
嬉
し
い
こ

と
で
す
。 

　
先
日
も
受
章
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
、

吾
が
ご
と
の
よ
う
に
喜
ん
で
く
れ
ま

し
た
。 

   　
最
近
は
、
日
ご
と
に
心
身
の
衰
え

を
感
じ
、
散
歩
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

心
が
け
、
旅
先
で
も
自
然
の
多
い
場

所
を
気
持
ち
良
く
歩
い
て
い
ま
す
。 

　
退
職
後
に
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
覚
え
、

メ
ー
ル
交
換
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

様
々
な
情
報
を
得
た
り
、
趣
味
の
囲

碁
対
局
を
楽
し
む
傍
ら
、
自
身
の
人

生
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
こ
つ
こ
つ

と
自
分
史
を
綴
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
の
私
は
、
敬
愛
す
る
夏

目
漱
石
の
言
葉
『
智
に
働
け
ば
角
が

立
つ
。
情
に
棹
さ
せ
ば
流
さ
れ
る
。

意
地
を
通
せ
ば
窮
屈
だ
。
兎
角
に
人

の
世
は
住
み
に
く
い
。』
と
い
う
「
草

枕
」
の
一
節
を
戒
め
と
心
に
刻
み
仕

事
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
 

『
則
天
去
私
』
と
い
う
漱
石
が
晩
年

に
残
し
た
言
葉
を
胸
に
、
自
然
体
で

心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と
を
心

が
け
な
が
ら
、
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
に
感
謝
し
、
人
に
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
な
く
自
分
な
り
の
生
活
を

楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

瑞宝双光章受章者 （74歳） 杉浦  幹雄氏 　
平
成
２０
年
春
の
叙
勲
の
発
表
が

あ
り
、
高
浜
市
内
か
ら
杉
浦
幹
雄

さ
ん
（
二
池
町
二
丁
目
在
住
）
が

「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。 

　
４０
年
以
上
の
間
教
育
に
携
わ
り
、

教
育
の
現
場
に
身
を
置
い
て
児
童
・

生
徒
の
指
導
に
努
め
た
後
、
教
育

委
員
会
の
教
育
長
と
し
て
障
が
い

児
の
教
育
環
境
の
向
上
に
精
力
を

注
ぎ
ま
し
た
。 

　
杉
浦
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

紹
介
し
ま
す
。 
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問合せ先 市役所財務経理グループ 蕁 52―1111（内線306・302） 

区　　　分 
総　務　費 
民　生　費 
衛　生　費 
土　木　費 
教　育　費 
公　債　費 
消防費ほか 
合　　　計 

予　算　額 
18億9,257万円 

38億9,916万円 

16億6,261万円 

15億8,559万円 

14億1,795万円 

14億3,346万円 

9億6,512万円 

128億5,646万円 

17億7,861万円 

36億9,946万円 

14億8,673万円 

14億4,257万円 

13億1,196万円 

14億3,330万円 

9億4,640万円 

120億9,903万円 

94.0% 

94.9% 

89.4% 

91.0% 

92.5% 

100.0% 

98.1% 

94.1%

執　行　額 執　行　率 

区　　　分 
市　　　税 
地方交付税 
国・県支出金 
諸　収　入 
繰　越　金 
市　　　債 
そ　の　他 
合　　　計 

予　算　額 
82億2,277万円 

1億　 　　　円 

14億7,202万円 

3億6,520万円 

8億1,148万円 

3億7,600万円 

15億　899万円 

128億5,646万円 

84億9,156万円 

1億1,961万円 

12億9,450万円 

3億8,026万円 

8億1,148万円 

0万円 

14億9,780万円 

125億9,521万円 

103.3% 

119.6% 

87.9% 

104.1% 

100.0% 

0.0% 

99.3% 

98.0%

収入済額 収 入 率 区　　　分 
市　民　税 
固定資産税 
軽自動車税 
市たばこ税 
都市計画税 
合　　　計 

予　算　額 
34億4,230万円 

37億3,294万円 

6,085万円 

2億6,789万円 

7億1,879万円 

82億2,277万円 

34億8,440万円 

39億4,830万円 

6,385万円 

2億6,498万円 

7億3,003万円 

84億9,156万円 

101.2% 

105.8% 

104.9% 

98.9% 

101.6% 

103.3%

収入済額 収 入 率 

その他 
12.0%

市債 0.0%

市税 
67.4%

繰越金 6.4%

諸収入 3.0%

地方交付税 
0.9%

国・県支出金 
10.3%

総務費 
14.7%

民生費 
30.6%

衛生費 
12.3%

土木費 
11.9%

教育費 
10.8%

公債費 
11.8%

消防費 
ほか 
7.9%

歳出 
執行済額 
120億 

9,903万円 

・広域消防事業 
・消防団活動事業 
・いきいき号循環事業 
・地域産業振興事業 

・小学校維持管理事業 
・小学校教育振興事業 
・中学校維持管理事業 
・中学校教育振興事業 

・市道新設改良事業 
・道水路維持管理事業 
・公園住宅管理事業 
・公園整備管理事業 

●平成19年度一般会計予算執行の状況  

一般会計歳入収入状況 

一般会計歳出執行状況及び主な事業 

市税収入状況 

歳入 
収入済額 
125億 

9,521万円 

市税 
収入済額 
84億 

9,156万円 

都市計画税 
8.6%

市たばこ税 
3.1%

軽自動車税 
0.8%

固定資産税固定資産税 
46.5%46.5%
固定資産税 
46.5%

市民税 
41.0%

・ごみ減量リサイクル推進事業 
・ごみ収集運搬業務等委託事業 
・ごみ処理事業 
・老人・成人保健事業 
・合併処理浄化槽設置推進事業 

・いきいき広場運営事業 
・障害者自立支援給付事業 
・福祉給付金事業 
・児童手当支給事業 
・保育園管理運営事業 
・子育て支援医療事業 

・広報紙発行事業 
・戸籍住民基本台帳事務事業 
・防災活動事業 
・地域内分権推進事業 

●市債の現況 

●企業会計・特別会計予算執行状況 

●市有財産の現況 

水道事業会計 

会計別の状況 一般会計借入先の状況 

病院事業会計 
予　算　額 執　行　額 収入・執行率 

特別会計 
予　算　額 収 入 済 額 収　入　率 支 出 済 額 執　行　率 

●基金の状況 

　市では、毎年2回財政状況をお知らせしています。これは、皆さんが納められた税金や国・県からの補助金など
大切なお金が、どのように使われているかを知っていただくためのものです。  
　今回は、平成19年度下半期の一般会計・特別会計・企業会計それぞれの予算執行状況（平成20年3月31日の
状況であり、金額は、すべて万円未満四捨五入です）をお知らせします。  
　なお、平成19年度予算については平成20年4月1日から5月31日までの2か月の間で出納を整理した上で決算
を行いますので、今回の執行状況と決算額とは異なることとなります。 

土　　　地 
建　　　物 
有 価 証 券 
出　　　資 
債　　　権 
基　金　等 
（うち土地） 

477.076㎡ 
123,644㎡ 
7,587万円 
4,478万円 

6億9,099万円 
23億5,010万円 
1万1,017㎡ 

92.4% 
91.2% 
90.9% 
98.2% 
77.0% 
87.3%

94.9% 
100.0% 
95.5% 
73.0% 
101.6% 
97.0%

32億　611万円 
3億5,111万円 
23億8,127万円 
10億6,454万円 

3,328万円 
19億6,677万円 

30億4,243万円 
3億5,116万円 
22億7,428万円 
7億7,757万円 
3,381万円 

19億　774万円 

93.0% 
96.6% 
100.0% 
77.8%

6億7,359万円 
13億4,034万円 

2,654万円 
8,494万円 

6億2,677万円 
12億9,470万円 

2,654万円 
6,612万円 

103.3% 
99.2% 
110.0% 
61.3%

7億6,227万円 
7億1,084万円 
1億　970万円 
4億6,907万円 

117億　186万円 
80億4,262万円 
18億9,033万円 
216億3,481万円 

7億8,739万円 
7億　546万円 
1億2,072万円 
2億8,731万円 

29億6,373万円 
3億2,034万円 
21億6,525万円 
10億4,506万円 

2,563万円 
17億1,764万円 

14億5,756万円 
4,514万円 
2,317万円 
901万円 
902万円 

2,665万円 
590万円 
784万円 

3億　　67万円 
95万円 

5,429万円 
1億5,090万円 

900万円 
1,925万円 
8,894万円 

1億1,539万円 
2,642万円 

23億5,010万円 

区　　　分 
国民健康保険事業 
土 地 取 得 費 
老　人　保　健 
公共下水道事業 
公共駐車場事業 
介　護　保　険 

会　　　計 
一 般 会 計 
特 別 会 計 
企 業 会 計 
総　　　額 

残　　　高 

55億5,235万円 
23億4,921万円 
38億　　30万円 
117億　186万円 

一般会計借入先 
財　務　省 
日 本 郵 政 
銀　行　等 
総　　　額 

残　　　高 

収　入 
支　出 
収　入 
支　出 

収　益 

資　本 

区　　　分 

予　算　額 執　行　額 収入・執行率 

基　金　名 残　　高 

収　入 
支　出 
収　入 
支　出 

収　益 

資　本 

区　　　分 

財 政 調 整 基 金  
保育施設整備基金  
心身障害児及び家庭救済基金 
視覚障害者救済基金 
心身障害者福祉基金 
奨 学 基 金  
国 際 交 流 基 金  
地 域 福 祉 基 金  
減 債 基 金  
職 員 研 修 基 金  
港湾環境対策基金  
まちづくりパートナーズ基金 
たかはま夢・未来基金 
国民健康保険支払準備基金 
土 地 開 発 基 金  
介護給付費準備基金 
そ の 他  
合 計  

　市の会計には一般会計のほか、民間の会社のようにその事業の収入で
支出を賄う「独立採算」の企業会計と国民健康保険のように特定の人た
ちの相互扶助を目的とした事業や下水道事業など特定の収入を特定の支
出にあて運営する特別会計があります。 

企業会計 
　8.7%

特別会計 
37.2%

一般会計 
54.1%

銀行等 
32.5% 財務省 

47.4%

日本郵政 
20.1%

皆さんが納められた税金 

・1人当たり　191,622円 
・1世帯当たり　508,690円 

皆さんのために使われたお金 

・1人当たり　　512,034円 
・1世帯当たり　1,359,268円 

＊一般、特別、企業会計の合計額で試算したものです。 
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市
議
会
で
は
、
定
例
会
と
臨
時
会
の

映
像
を
録
画
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
し
を

6
月
議
会
分
よ
り
始
め
ま
す
。 

　
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
論
議
が
展
開

さ
れ
る
様
子
を
ご
家
庭
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
市
役
所
議
会
事
務
局
 

　
蕁
５２

‐１
１
１
１
（
内
線
３３６
） 

    　
県
内
唯
一
の
天
然
湖
沼
で
あ
る
「
油

ヶ
淵
」
は
、
古
く
か
ら
貴
重
な
水
辺
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
流
域
の
都
市
化
の
進
展
や

閉
鎖
水
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
水
質
が
汚

濁
し
、
全
国
的
に
み
て
も
水
質
汚
濁
の

著
し
い
湖
沼
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
１８
年
度
は
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
8
位

と
い
う
結
果
で
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
こ
の
「
油
ヶ
淵
」
を
浄
化

す
る
た
め
、7
月
の
第
3
日
曜
日
を
「
油

ヶ
淵
浄
化
デ
ー
」
と
定
め
、
油
ヶ
淵
周

辺
の
住
民
の
参
加
を
得
て
、
油
ヶ
淵
を

浄
化
す
る
た
め
、
上
流
の
稗
田
川
な
ど

の
ご
み
拾
い
な
ど
を
行
い
ま
す
。
皆
さ

ん
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

と
き
　
７
月
２０
日
豸
　
午
前
7
時
〜
8
 

　
時
 

と
こ
ろ
 

・
Ａ
コ
ー
ス
　
法
響
橋
か
ら
吉
野
橋
ま

で
の
区
間
 

・
Ｂ
コ
ー
ス
　
吉
野
橋
か
ら
外
淵
橋
ま

で
の
区
間
 

集
合
場
所
 

・
Ａ
コ
ー
ス
　
市
立
病
院
駐
車
場
 

・
Ｂ
コ
ー
ス
　
エ
ヌ
テ
ィ
ー
テ
ク
ノ
㈱

北
側
従
業
員
駐
車
場
 

※
Ａ
コ
ー
ス
に
車
で
お
越
し
の
方
は
、

中
央
公
民
館
（
市
民
セ
ン
タ
ー
）
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

参
加
団
体
名
　
高
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
高
浜
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
高

浜
青
年
会
議
所
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

高
浜
第
1
団
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
愛

知
第
５４
団
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
た
か
は
ま
清
流

会
・
水
明
会
、
市
内
小
中
学
校
、
高

浜
市
全
町
内
会
、
町
内
会
・
行
政
連

絡
会
（
順
不
同
） 

問
合
せ
先
 

　
市
役
所
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２

‐１
１
１
１
（
内
線
２６５
） 

              　
後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方
で
、
有
効
期
限
が
今
年

7
月
３１
日
貅
ま
で
と
な
っ
て
い
る
方
は
、

更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

　
該
当
す
る
方
に
は
、6
月
下
旬
に
後

期
高
齢
者
福
祉
医
療
費
更
新
申
請
書
を

送
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し

て
必
ず
7
月
１５
日
貂
ま
で
に
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。 

　
返
送
期
日
が
遅
れ
る
と
、
有
効
期
限

の
日
ま
で
に
後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費

受
給
者
証
を
送
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
市
役
所
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２

‐１
１
１
１
（
内
線
２２７
・
２１７
） 

   　
環
境
省
で
は
、
温
暖
化
防
止
の
た
め
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や
家
庭
の
電
気
を

消
し
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
る
「
Ｃ

Ｏ
2

削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
日
常
生
活
の
中
で
温
暖
化
対
策
を
実

践
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
・
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

　
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
夜
間
に
照

明
さ
れ
て
い
る
ラ
イ
ト
な
ど
を
消
灯
し

て
く
だ
さ
い
。 

イ
ベ
ン
ト
の
日
時
　
7
月
7
日
豺
（
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
初
日
）
午
後
8
時

〜
午
後
１０
時
 

問
合
せ
先
 

　
市
役
所
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２

‐１
１
１
１
（
内
線
２６３
） 

議
会
映
像
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
） 

貸
し
出
し
ま
す 

7
月
２０
日
豸
は 

油
ヶ
淵
浄
化
デ
ー 

後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費 

受
給
者
証
を
更
新 

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

広報たかはま H20.7.1



保
育
園
保
育
料
を 

改
定
し
ま
す 

国
保
税
第
2
期
納
期
限
は
 

6
月
３０
日
豺
で
す
 

 

   　
7
月
分
保
育
料
よ
り
保
育
料
月
額
表

の
一
部
を
改
定
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
保
育
算
定
基
礎
と
な
る
所
得

税
額
を
平
成
１８
年
分
か
ら
平
成
１９
年
分

に
変
更
し
ま
す
。 

　
改
定
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

改
定
点
 

・
定
率
減
税
廃
止
、
所
得
税
税
源
移
譲

に
伴
い
所
得
階
層
区
分
の
所
得
税
額

を
変
更
し
ま
す
。 

・
多
子
軽
減
の
対
象
を
保
育
園
幼
稚
園

お
よ
び
認
定
こ
ど
も
園
に
2
人
以
上

同
時
に
入
園
し
て
い
る
場
合
に
加
え
、

就
学
前
児
童
の
兄
姉
が
特
別
支
援
学

校
幼
稚
部
、
知
的
障
害
児
通
園
施
設
、

難
聴
幼
児
通
園
施
設
、
肢
体
不
自
由

児
施
設
通
園
部
、
情
緒
障
害
児
短
期

治
療
施
設
通
所
部
、
児
童
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
対
象
を
広

げ
ま
す
。 

・
Ａ
階
層
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑

な
帰
国
の
促
進
お
よ
び
永
住
帰
国
後

の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
に
よ

る
支
援
給
付
受
給
世
帯
を
加
え
ま
す
。 

・
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ

―
Ｔ
ａ
ｘ
）
を
利
用
し
確
定
申
告
を

行
っ
た
場
合
の
所
得
税
の
控
除
額
に

つ
い
て
は
、
保
育
料
を
算
定
す
る
際

の
所
得
税
額
に
含
め
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

問
合
せ
先
 

　
市
役
所
子
育
て
施
設
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐１
１
１
１
（
内
線
３１６
） 

    　
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
は
、

皆
さ
ん
の
医
療
費
の
支
払
い
に
充
て
ら

れ
る
目
的
税
で
す
。
納
期
限
内
に
納
め

て
い
た
だ
か
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険

事
業
の
運
営
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
と

な
り
ま
す
。
必
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し

ょ
う
。
国
保
税
を
納
め
る
に
は
口
座
振

替
が
便
利
で
安
心
で
す
。
納
期
ご
と
に

金
融
機
関
に
出
向
い
て
国
保
税
を
納
め

る
必
要
が
な
く
、
預
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
引
き
落
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘

れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
申
込
用
紙
は
、
金

融
機
関
か
市
役
所
の
市
民
窓
口
グ
ル
ー

プ
に
あ
り
ま
す
。
通
帳
に
使
用
し
て
い

る
印
鑑
と
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
を

お
持
ち
に
な
っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の

方
は
、
残
高
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
市
役
所
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐１
１
１
１
（
内
線
２１６
・
２６１
） 

高浜市保育園保育料月額表 平成20年7月分より適用 

（注1）2人以上の就学前児童が保育園、幼稚園又は認定こども園、特別支援学校幼稚部、知的障害児通園施設、難聴幼児通園施設、肢体不自由児施設
通園部、情緒障害児短期治療施設通所部に入所又は児童デイサービスを利用している場合 

（注2）母子世帯など、在宅障害児（者）のいる世帯で、B階層またはC階層の場合は、（　）の保育料となります。 
（注3）満18歳未満の児童を3人以上養育及び監護している場合で、満18歳未満の児童のうち順次に数えて3人目以降の3歳未満児の保育料は無料に

なります。 
（注4）延長保育を利用する場合は、保育料（月額）2,600円が別途必要になります。ただし、保育料月額表のA階層またはB階層の世帯は不要です。 
（注5）この表のD1～D8階層における「前年分」については、1月から6月までは、「前々年分」と読み替えるものとする。 

階層 
区分 

A

B

C

D1

D2

D3

D4

D5

D6

D7

D8

認　　定　　区　　分 

生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含む）及び中国残留
邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の促進に関す
る法律による支援給付受給世帯 

A階層及びD階層を除き、
前年度分の市町村民税の
額の区分が次の区分に該
当する世帯 

A階層を除き、前年分の
所得税課税世帯であって、
その所得税の額の区分が
次の区分に該当する世帯 

市町村民税非課税世帯 

市町村民税課税世帯 

  10,000円未満 

  10,000円以上　  19,000円未満 

  19,000円以上　  50,000円未満 

  50,000円以上　  75,000円未満 

  75,000円以上　  94,000円未満 

  94,000円以上　153,000円未満 

153,000円以上　540,000円未満 

540,000円以上 

2,400 
（　　  0） 

0

0・1・2歳児 3歳児 4・5歳児 

保育料月額（単位：円） 
2人以上の就学前児童が保育園、
幼稚園又は認定こども園のほ
か下記（注1）の施設に入所
又は利用している場合 

就学前児童のうち 
1人目が10／10 
2人目の児童が5／10 
3人目以降の児童が1／10

8,500 
（7,500） 

11,300

14,200

21,200

29,800

37,400

43,800

45,800

48,800

1,600 
（　　  0） 

0

6,300 
（5,300） 

9,200

12,000

18,300

20,800

21,200

21,600

22,400

25,400

1,600 
（　　  0） 

0

6,300 
（5,300） 

9,200

12,000

16,900

18,000

18,200

18,600

19,400

22,400
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●保険料（均等割額）の減額 

●被扶養者だった方の保険料の特例 
　（国民健康保険および国民健康保険組合加入者は除く） 

●保険料の計算方法 

　7月中旬に「後期高齢者医療保険料額決定通知書」及び「後期高齢者医療保険料納入通知書」を
送付します。 

　後期高齢者医療の被保険者になる前日に会社の健康保険や共済組合などの被扶養者の方は、被保険
者の資格を得た日から2年間は保険料の均等割額が5割減額され、所得割額は課せられません。また平
成20年度のみ、4月分から9月分までは保険料は徴収されず、10月から3月分までの保険料額は均等
割額の20分の1（2,000円）となります。 

平成20年度　後期高齢者医療保険料が決定します 

　4月1日現在の世帯状況において、同じ世帯に属する「世帯主」と「後期高齢者医療被保険者」の総
所得金額などの合計額により均等割額が減額されます。ただし、年金所得については、特例としてさ
らに15万円が控除されます。 

　保険料額は、一人ずつ均等に負担していただく「均等割額」と、所得に応じて負担していただく「所
得割額」の合計額です。なお、一人あたりの上限額は50万円です。 

・原則年金からの引きおとし（特別徴収）となります。 
　ただし、年金の額が年間18万円以下の方もしくは介護保険料と合わせた保険料額が、年金額の2
分の1を超える場合は引きおとしとはなりません。 
・年金からの引きおとしとならない方については、口座振替や納付書などで個別に納めていただきます。
（普通徴収） 
※7月から9月までは普通徴収、10月からは特別徴収となる方もあります。 
保険料の納期については、7月から翌年2月の毎月月末です。（12月は25日） 
ただし納期限が土・日曜日の場合は、翌日となります。 

●保険料の支払方法・納期 

均等割額を7割減額（12,052円） 

均等割額を5割減額（20,087円） 

均等割額を2割減額（32,140円） 
総所得金額等の合計が 
33万円＋35万円×（被保険者数）以下の世帯 

総所得金額等の合計が 
33万円＋24.5万円×（世帯主でない被保険者数） 
以下の世帯 

総所得金額等の合計が33万円以下の世帯 

保険料額 
均等割額 
40,175円 

所得割額 
（総所得金額等－330,000円）×0.0743＝ ＋ 
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国
民
健
康
保
険
税 

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
） 

１０
月
か
ら
始
ま
り
ま
す 

国
民
健
康
保
険
税 

納
め
な
い
と
ど
う
な
る
の 

 
市
 
□
 

市
 
□
 

広報たかはま H20.7.1

            　
１０
月
か
ら
、
６５
歳
以
上
７５
歳
未
満

の
国
民
健
康
保
険
（
以
下
国
保
）
の

被
保
険
者
の
み
で
構
成
さ
れ
た
世
帯

を
対
象
に
、
社
会
保
険
庁
が
年
金
受

給
者
に
支
払
う
年
金
か
ら
、
国
保
税

を
天
引
き
す
る
特
別
徴
収
が
始
ま
り

ま
す
。 

　
た
だ
し
、
対
象
と
な
る
方
は
次
の

漓
か
ら
潸
す
べ
て
に
該
当
す
る
場
合

で
す
。 

漓
国
民
健
康
保
険
加
入
者
全
員
が
、

６５
歳
以
上
７５
歳
未
満
で
構
成
さ

れ
て
い
る
世
帯
の
世
帯
主
の
場
合
。

た
だ
し
、
擬
制
世
帯
主
（
他
の
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
主
）

は
除
き
ま
す
。 

②
す
で
に
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）
さ
れ
て
い
る
場

合
。 

③
年
金
額
が
年
額
１８
万
円
以
上
の
場

合
。 

④
国
保
税
と
介
護
保
険
料
の
合
算
額

が
年
金
受
給
額
の
2
分
の
1
を
超

え
な
い
場
合
。 

⑤
年
金
が
担
保
に
さ
れ
て
い
な
い
場

合
。 

※
な
お
、
年
度
の
途
中
で
６５
歳
・
７５

歳
に
到
達
し
た
方
は
、
対
象
外
と

な
り
ま
す
。 

　
該
当
と
な
る
方
は
、
平
成
２０
年
度

分
の
国
保
税
額
（
本
算
定
額
）
か
ら

第
1
・
2
期
納
税
通
知
額
（
仮
算
定

額
）
を
控
除
し
た
額
を
4
で
割
っ
た

額
を
第
3
期
と
し
、
普
通
徴
収
に
よ

り
納
め
て
い
た
だ
き
、
第
4
期
か
ら

6
期
ま
で
の
3
回
を
特
別
徴
収
（
年

金
天
引
き
）
と
し
ま
す
。 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
民
窓
口
グ

ル
ー
プ
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。 

問
合
せ
先
 

　
　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐１
１
１
１
（
内
線
２１６
・
２６１
） 

     　
国
保
は
、
い
つ
病
気
や
け
が
を
し

て
も
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
加
入
者
み
ん
な
で
お
金
（
国

保
税
）
を
出
し
合
っ
て
、
必
要
な
医

療
費
を
負
担
し
て
い
こ
う
と
い
う
助

け
合
い
の
制
度
で
す
。 

　
災
害
な
ど
特
別
な
理
由
も
な
く
国

保
税
を
納
め
な
い
方
に
は
、
納
め
て

い
る
方
と
の
公
平
性
を
維
持
す
る
た

め
、「
短
期
保
険
証
」
や
「
資
格
証

明
書
」
が
交
付
さ
れ
る
な
ど
の
滞
納

措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
督
促
を
受
け
た
り
、
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
た
り
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
滞
納
処
分
（
財
産
の
差
し
押

さ
え
な
ど
）
の
対
象
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

「
短
期
保
険
証
」
と
は
　
国
保
税
を

滞
納
し
て
い
る
世
帯
に
交
付
さ
れ

る
、
有
効
期
限
の
短
い
保
険
証
で

す
。
国
保
の
給
付
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
す
が
、
更
新
の
た
び
に

納
税
相
談
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

国
保
税
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。 

「
資
格
証
明
書
」
と
は
　
国
保
税
の

滞
納
が
１
年
続
い
た
場
合
に
、
保

険
証
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
代
わ
り
に
交
付
す
る
証
明
書
で

す
。「
資
格
証
明
書
」
は
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
証
明
す
る
だ
け
で
あ
り
、

保
険
証
の
よ
う
に
1
〜
3
割
の
負

担
で
医
療
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、
か
か
っ
た
医
療

費
の
全
額
を
い
っ
た
ん
自
己
負
担

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
後
日
、

申
請
に
よ
り
医
療
費
の
7
〜
9
割

が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。 

さ
ら
に
滞
納
が
続
く
と
　「
資
格
証

明
書
」
を
交
付
さ
れ
て
い
る
世
帯

が
、
納
期
限
か
ら
1
年
6
か
月
経

過
し
て
も
滞
納
を
続
け
て
い
る
場

合
は
、
国
保
の
現
金
給
付
（
療
養

費
、
高
額
療
養
費
、
出
産
育
児
一

時
金
、
葬
祭
費
な
ど
）
の
一
部
ま

た
は
全
部
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。

な
お
滞
納
が
続
く
場
合
は
、
差
し

止
め
ら
れ
て
い
る
現
金
給
付
の
全

部
ま
た
は
一
部
が
、
滞
納
し
て
い

る
国
保
税
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

納
付
が
困
難
な
と
き
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
 

　
災
害
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
情
に

よ
り
国
保
税
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
国
保
税
の
減
免
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
分
割
納
付
な
ど
も
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
滞
納
の
ま

ま
放
置
を
せ
ず
、
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐１
１
１
１
（
内
線
２１６
・
２６１
） 

※
納
税
に
つ
い
て
は
、
収
納
グ
ル
ー

プ
（
内
線
２４１
・
２４２
） 

        社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

 　
株
式
会
社
日
立
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
 

中
部
支
社
 

 
善
意
を 

 

あ
り
が
と
う 

　 

ご
ざ
い
ま
し
た 

　
　
　
　
　
　
　
 （
敬
称
略
） 
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健
康
診
査
費
用
を 

助
成
し
ま
す 

国
民
年
金
保
険
料 

免
除
申
請
の
お
知
ら
せ 

優
良
団
体
・
個
人
を 

表
彰
し
ま
し
た 

危
険
物
安
全
協
会
総
会 

国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ
 

広報たかはま H20.7.1

     　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
皆

さ
ん
が
病
気
を
早
期
発
見
し
、
健
康

へ
の
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
今
年
度
よ
り
検
診
項
目
を
拡
大

し
て
健
康
診
査
費
用
（
自
己
負
担
分
）

の
助
成
を
行
い
ま
す
。 

 
検
診
種
目
と
対
象
者
は
次
の
と
お

り
で
、
該
当
す
る
方
に
は
6
月
下
旬

に
お
知
ら
せ
と
利
用
券
を
保
健
福
祉

グ
ル
ー
プ
か
ら
の
検
診
票
に
同
封
し

て
送
付
し
ま
す
。 

検
診
種
目
 

漓
市
立
病
院
の
総
合
検
診
 

滷
成
人
ド
ッ
ク
 

③
胃
検
診
 

④
大
腸
検
診
 

⑤
乳
腺
検
診
 

⑥
肺
（
喀
痰
）
検
診
 

⑦
子
宮
（
頸
部
）
検
診
 

対
象
者
 

　
４０
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
方
（
４０

歳
の
方
は
、
誕
生
日
以
降
に
受
診
さ

れ
た
場
合
、
７４
歳
の
方
は
７５
歳
の
誕

生
日
前
日
ま
で
に
受
診
さ
れ
た
場
合

が
対
象
と
な
り
ま
す
） 

　
漓
〜
③
の
検
診
に
つ
い
て
は
一
定

条
件
に
よ
り
助
成
金
額
が
異
な
り
ま

す
。 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
届
け
す
る

お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
検
診
を
希
望
す
る
方
は
、
市
内
の

実
施
医
療
機
関
に
予
約
を
し
、
指
定

さ
れ
た
日
時
に
利
用
券
を
持
参
し
て

検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

　
基
本
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
平
成

２０
年
度
か
ら
特
定
健
康
診
査
に
変

わ
り
、
自
己
負
担
分
が
無
料
と
な
っ

た
た
め
、
費
用
助
成
の
対
象
か
ら
外

れ
ま
し
た
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐１
１
１
１
（
内
線
２１６
・
２６１
） 

            　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
方
は
、
免
除
要
件
に

よ
り
全
額
免
除
・
半
額
免
除
・
4
分

の
１
免
除
・
4
分
の
3
免
除
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。 

　
申
請
す
る
方
は
、
7
月
か
ら
申
請

が
で
き
ま
す
。 

　
免
除
申
請
期
間
は
、
7
月
か
ら
翌

年
の
7
月
ま
で
の
間
、
い
つ
で
も
で

き
ま
す
が
、
受
付
期
間
が
長
い
分
申

請
忘
れ
も
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
早
く
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。 

　
ま
た
、
若
年
者
（
３０
歳
未
満
）
を

対
象
と
し
て
、
本
人
と
配
偶
者
の
所

得
で
猶
予
の
判
断
を
す
る
「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」、
大
学
生
・
専
門

学
校
生
な
ど
の
学
生
を
対
象
と
す
る

「
学
生
納
付
特
例
」
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
猶
予
で
す
の
で
免
除
は

さ
れ
ま
せ
ん
。
一
部
納
付
す
る
場
合

は
、
次
の
保
険
料
額
（
月
額
）
の
納

付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

※
未
納
の
場
合
一
部
免
除
が
無
効
に

な
り
ま
す
。
　
 

・
4
分
の
3
免
除
　
3
，
6
0
0
円
 

・
2
分
の
1
免
除
　
7
，
2
1
0
円
 

・
4
分
の
1
免
除
　
1
万
8
1
0
円

対
象
と
な
る
方
 

漓
所
得
の
少
な
い
方
 

②
失
業
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
た
と
き

（
離
職
票
な
ど
の
写
し
が
必
要
） 

③
事
業
の
休
止
ま
た
は
廃
止
に
よ
り

離
職
者
支
援
資
金
貸
付
制
度
に
よ

る
貸
付
金
の
交
付
を
受
け
た
と
き

（
貸
付
決
定
通
知
書
の
写
し
が
必

要
） 

免
除
期
間
の
取
り
扱
い
　
保
険
料
が

未
納
に
な
っ
て
い
る
と
、
そ
の
未

納
と
な
っ
て
い
る
期
間
は
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。 

　
　
免
除
を
受
け
る
と
、
全
額
免
除

は
免
除
を
受
け
た
期
間
の
3
分
の

１
、4
分
の
3
免
除
は
2
分
の
１
、

半
額
免
除
は
3
分
の
2
、4
分
の

１
免
除
は
6
分
の
5
が
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
額
と
し
て
反
映
さ
れ

ま
す
。 

そ
の
他
　
免
除
期
間
中
の
納
付
免
除

を
受
け
た
分
の
保
険
料
は
、
１０
年

以
内
で
あ
れ
ば
追
納
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
2
年
を

経
過
し
た
分
の
保
険
料
は
当
時
の

保
険
料
に
加
算
額
を
上
乗
せ
し
た

額
が
追
納
額
に
な
り
ま
す
。 

申
請
免
除
に
必
要
な
も
の
　
年
金
手
 

　
帳
、
印
鑑
 

※
平
成
２０
年
１
月
2
日
以
降
高
浜
市

に
転
入
し
た
方
は
、
申
請
者
と
そ

の
配
偶
者
お
よ
び
そ
の
世
帯
の
世

帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
平
成
１９
年
分
所

得
（
課
税
）
証
明
書
（
所
得
額
・

控
除
額
の
わ
か
る
も
の
）
が
必
要

で
す
。 

※
今
年
度
・
前
年
度
の
失
業
に
よ
り

申
請
す
る
場
合
は
、
雇
用
保
険
被

保
険
者
離
職
票
・
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
な
ど
が
必
要
で
す
。 

問
合
せ
先
 

　
　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐１
１
１
１
（
内
線
２１９
・
２６２
） 

市
 
□
 

市
 
□
 

      　
5
月
２０
日
に
女
性
文
化
セ
ン
タ
ー

で
高
浜
市
危
険
物
安
全
協
会
の
総
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
席
上
で
、
危
険
物
施
設
の
安

全
管
理
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
団
体
、

個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

高
浜
市
危
険
物
安
全
協
会
会
長
表
彰
 

（
団
体
表
彰
） 

株
式
会
社
吉
浜
石
油
 

有
限
会
社
水
作
製
瓦
 

イ
ビ
ケ
ン
ウ
ッ
ド
テ
ッ
ク
株
式
会
社
 

株
式
会
社
ス
ギ
ヤ
ス
 

有
限
会
社
ト
モ
エ
 

（
個
人
表
彰
） 

尾
上
洋
司
（
日
本
ペ
イ
ン
ト
株
式
会

社
愛
知
工
場
） 

中
村
基
昭
（
大
基
建
設
株
式
会
社
） 

都
築
香
（
株
式
会
社
三
共
水
産
） 

大
見
喜
久
夫
（
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
テ

ク
ト
田
戸
岬
工
場
） 

穴
井
好
博
（
合
資
会
社
小
島
屋
） 

社
団
法
人
　
愛
知
県
危
険
物
安
全
協

会
連
合
会
長
表
彰
 

株
式
会
社
フ
コ
ク
愛
知
工
場
 

 問
合
せ
先
 

　
高
浜
消
防
署
予
防
係
 

　
蕁
５２‐1
1
9
0（
内
線
５１
） 

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
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市
 
□
 

10

                　
 

　
市
営
住
宅
空
家
１
戸
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。（
抽
選
） 

募
集
住
宅
（
一
般
世
帯
向
） 

・
市
営
東
海
住
宅
１
‐
４０４
号
（
田
戸

町
二
丁
目
2
番
地
６２
）
中
層
耐
火

4
階
建
　
3
Ｄ
Ｋ
（
6
、6
、6
、

Ｄ
Ｋ
） 

申
込
資
格
（
基
本
事
項
） 

・
現
在
、
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
（
内
縁
関
係
に
あ
る

者
、
婚
約
者
を
含
む
）
が
あ
る
こ

と
 

※
単
身
の
方
で
も
一
定
の
要
件
（
高

齢
者
な
ど
）
を
満
た
し
て
い
る
場

合
は
、
申
し
込
み
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
不
自
然
に
家
族
を
分

割
す
る
場
合
や
不
自
然
な
寄
り
合

い
世
帯
な
ど
は
除
き
ま
す
。 

・
収
入
基
準
（
所
得
月
額
）
は
一
般

世
帯
の
場
合
２０
万
円
以
下
、
緩
和

世
帯
の
場
合
２６
万
8
，
0
0
0
円

以
下
の
世
帯
 

・
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
世
帯
 

・
市
県
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
世

帯
 

そ
の
他
 

・
入
居
す
る
と
家
賃
以
外
に
共
益
費

が
必
要
で
す
。（
自
動
的
に
住
宅

の
自
治
会
員
に
な
り
ま
す
） 

・
入
居
者
の
収
入
に
応
じ
て
家
賃
が

毎
年
決
ま
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

※
こ
の
募
集
住
宅
は
、
既
設
住
宅
で

建
築
年
数
も
経
過
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
壁
・
床
な
ど
に
汚
れ
な
ど

が
あ
り
修
繕
で
き
か
ね
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
換
気
扇
・
ガ
ス
給

湯
器
な
ど
は
自
費
で
の
設
置
に
な

り
ま
す
。 

※
入
居
に
あ
た
っ
て
は
、
ペ
ッ
ト
飼

育
禁
止
な
ど
注
意
事
項
が
あ
り
ま

す
の
で
案
内
書
を
よ
く
お
読
み
く

だ
さ
い
。 

申
込
用
紙
交
付
期
間
　
7
月
１
日
貂

〜
１５
日
貂
（
土
・
日
曜
日
可
）　

午
前
8
時
３０
分
〜
午
後
5
時
１５
分
 

申
込
受
付
期
間
　
7
月
8
日
貂
〜
１５

日
貂
（
土
・
日
曜
日
可
）　
午
前

8
時
３０
分
〜
午
後
5
時
１５
分
 

申
込
用
紙
交
付
・
受
付
場
所
　
市
民

生
活
グ
ル
ー
プ
 

公
開
抽
選
・
入
居
説
明
の
日
時
・
場

所
　
７
月
２２
日
貂
　
午
前
１０
時
 

　
第
5
会
議
室
 

※
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
の
で
、

か
な
ら
ず
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

入
居
予
定
日
　
8
月
１
日
貊
 

問
合
せ
先
 

　
　
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐１
１
１
１
（
内
線
２６５
） 

                     　
廃
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
ロ
ケ

ッ
ト
を
作
り
ま
す
。
作
っ
た
ロ
ケ
ッ

ト
は
ミ
ニ
競
技
会
で
飛
距
離
を
競
い

ま
す
。 

と
き
　
8
月
5
日
貂
　
午
後
1
時
〜

4
時
 

と
こ
ろ
　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
 

講
師
　
水
谷
功
氏
（
碧
南
市
） 

定
員
　
１８
人
（
小
学
校
4
年
生
〜
6

年
生
） 

受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
教
材
費
実

費
8
0
0
円
程
度
） 

対
象
　
市
内
在
住
・
在
学
の
方
 

※
前
年
度
受
講
さ
れ
た
方
は
、
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。 

申
込
方
法
　
7
月
5
日
貍
〜
２７
日
豸

に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。 

問
合
せ
先
 

　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
 

　
蕁
５３

‐5
3
7
9
 

    ◆
夏
の
清
涼
を
楽
し
む
金
魚
を
作
り

ま
し
ょ
う
 

　
夏
に
よ
く
似
合
う
折
り
紙
の
金
魚

で
お
部
屋
を
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
今
年
は
色
と
り
ど
り
の
金
魚
を
作

り
ま
す
。
親
子
、
お
友
達
同
士
な
ど
、

お
子
さ
ん
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

　
製
作
見
本
は
、「
あ
か
お
に
ど
ん
」

と
「
い
き
い
き
広
場
」
に
展
示
し
て

あ
り
ま
す
。 

と
き
　
7
月
２７
日
豸
　
午
後
１
時
〜

午
後
3
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
も
の
づ
く
り
工
房
あ
か
お

に
ど
ん
（
青
木
町
九
丁
目
6

‐5
） 

定
員
　
１０
人
 

費
用
　
１００
円
（
工
房
使
用
料
） 

※
折
り
紙
は
工
房
で
準
備
し
ま
す
が
、

お
好
み
の
紙
を
持
参
い
た
だ
き
、

自
由
に
色
や
大
き
さ
を
楽
し
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。 

申
込
期
間
　
7
月
１７
日
貅
〜
２４
日
貅

（
月
・
水
・
金
曜
日
を
除
く
） 

申
込
方
法
　
開
館
日
（
火
・
木
・
土
・

日
曜
日
）
の
午
前
１０
時
〜
午
後
4

時
の
間
に
、
直
接
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

※
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
、
必
ず
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

企
画
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
あ
か
お
に
ど

ん
」 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
も
の
づ
く
り
工
房
「
あ
か
お
に
ど

ん
」 

　
蕁
５２

‐0
9
0
9
 

 

市
営
住
宅
入
居
者
募
集
 

も
の
づ
く
り
工
房 

あ
か
お
に
ど
ん 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル 

ロ
ケ
ッ
ト
を
作
ろ
う 

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
 

募
　
集 

住
　
宅 



第
１
回
ギ
ネ
ス
大
会
 

夏
ま
つ
り
 

わ
ら
ぞ
う
り
作
り
 

第
１
回
オ
セ
ロ
大
会
 

衣
浦
衛
生
組
合
 

下
半
期
 

財
政
状
況
の
公
表
 

広報たかはま H20.7.111

児
童 

　

セ
ン
タ
ー 

         　
ギ
ネ
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
。 

と
き
　
7
月
２５
日
貊
　
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
東
海
児
童
セ
ン
タ
ー
 

対
象
・
定
員
　
小
学
生
２０
人
 

参
加
費
　
無
料
 

内
容
　
缶
立
て
、
ピ
ン
球
上
げ
、
片

足
立
ち
、
豆
つ
か
み
 

持
ち
物
　
水
筒
・
汗
拭
き
タ
オ
ル
 

申
込
期
間
・
方
法
　
7
月
１２
日
貍
〜

２１
日
豺
に
、
東
海
児
童
セ
ン
タ
ー

へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

問
合
せ
先
 

　
東
海
児
童
セ
ン
タ
ー
 

　
蕁
５２

‐5
1
2
6
 

   　
中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
の
お
ま
つ
り

で
す
。
楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
が
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。 

と
き
　
7
月
２７
日
豸
　
午
前
１０
時
〜

正
午
 

と
こ
ろ
　
中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
　
 

対
象
・
定
員
　
6
歳
ま
で
の
乳
幼
児

（
保
護
者
同
伴
）・
小
学
生
８０
人
 

参
加
費
　
１００
円
 

内
容
　
お
ば
け
や
し
き
・
か
き
氷
・

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
 

持
ち
物
　
水
筒
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、

手
さ
げ
袋
 

申
込
期
間
・
方
法
　
7
月
5
日
貍
〜

２１
日
豺
に
、
材
料
費
を
添
え
て

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

   　
今
、
健
康
に
よ
い
と
注
目
さ
れ
て

い
る
わ
ら
ぞ
う
り
を
作
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。 

と
き
　
7
月
３０
日
貉
 
午
前
１０
時
〜

正
午
 

と
こ
ろ
　
中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
 

対
象
・
定
員
　
小
学
3
年
生
〜
6
年

生
１０
人
 

参
加
費
　
１００
円
 

内
容
　
わ
ら
を
使
っ
て
、
わ
ら
ぞ
う

り
作
り
を
し
ま
す
。 

持
ち
物
　
水
筒
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、

手
さ
げ
袋
 

申
込
期
間
・
方
法
　
7
月
１９
日
貍
〜

２６
日
貍
に
、
材
料
費
を
添
え
て
中

央
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

問
合
せ
先
 

　
中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
 

　
蕁
５２

‐3
0
1
4
 

   　
友
達
と
オ
セ
ロ
の
対
戦
を
し
ま
せ

ん
か
。 

と
き
・
と
こ
ろ
 

・
7
月
１８
日
貊
　
午
後
1
時
３０
分
〜

3
時
　
翼
児
童
セ
ン
タ
ー
 

・
7
月
２５
日
貊
　
午
後
2
時
〜
3
時
 

３０
分
　
吉
浜
児
童
セ
ン
タ
ー
 

対
象
・
定
員
　
両
日
と
も
小
学
生
２０

人
 

参
加
費
　
無
料
 

内
容
　
4
人
と
オ
セ
ロ
対
戦
 

持
ち
物
　
水
筒
 

申
込
期
間
　
各
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
 

・
翼
児
童
セ
ン
タ
ー
／
7
月
4
日
貊

〜
１１
日
貊
 

・
吉
浜
児
童
セ
ン
タ
ー
／
7
月
9
日

貉
〜
１６
日
貉
 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

問
合
せ
先
 

・
翼
児
童
セ
ン
タ
ー
 

　
蕁
５４

‐2
8
3
3
 

・
吉
浜
児
童
セ
ン
タ
ー
 

　
蕁
５２

‐1
0
1
9
 

      　
衣
浦
衛
生
組
合
で
は
、
年
2
回
財

政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。 

　
こ
れ
は
高
浜
市
・
碧
南
市
か
ら
の

分
担
金
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な

ど
、
大
切
な
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
実
施
す
る
も
の
で
す
。 

　
内
容
は
、
3
月
３１
日
現
在
の
同
年

度
下
半
期
の
執
行
状
況
を
始
め
、
組

合
財
産
の
現
況
、
組
合
債
の
残
高
な

ど
で
す
。 

問
合
せ
先
 

　
衣
浦
衛
生
組
合
 

　
蕁
４１‐3
4
7
9
 

 

平成19年度一般会計歳入歳出予算執行状況 
歳　入 

科　 目 
（款） 

予算現額 
（A） 

構成比 

分担金及び負担金 ２，１４５，３６３ ８９．０ 

使用料及び手数料 １６７，８２６ ７．０ 

繰 越 金 ７３，７１６ ３．１ 

諸 収 入 ２３，１９６ ０．９ 

合 　 計  ２，４１０，１０１ １００．０ 

収入済額 
（B） 

１，９８４，４７１ ９２．５ 

執行率 
（B/A×１００） 

１６７，８０２ １００．０ 

７３，７１７ １００．０ 

３１，７６３ １３６．９ 

２，２５７，７５３ ９３．７ 

歳　出 

科　 目 
（款） 

予算現額 
（A） 

構成比 

議 会 費  ９９３ ０．１ 

総 務 費  ８８，１１５ ３．６ 

衛 生 費  １，５０６，２２２ ６２．５ 

公 債 費  ８１１，７７１ ３３．７ 

予 備 費  ３，０００ ０．１ 

合 　 計  ２，４１０，１０１ １００．０ 

支出済額 
（B） 

執行率 
（B/A×１００） 

８９０ ８９．６ 

５９，９９４ ６８．１ 

１，１６７，１１３ ７７．５ 

８１１，７６９ １００．０ 

０ ０．０ 

２，０３９，７６６ ８４．６ 

千円 ％ 千円 ％ 

組合債の状況 

組合財産の状況 

千円 ％ 千円 ％ 

（平成20年3月31日現在） 

（平成20年3月31日現在） 

区　分 現在高 

ごみ処理施設建設 ９１６，０５６ 

リサイクルプラザ施設建設 ９４，３７４ 

余熱利用施設建設 １４１，０５５ 

合　　　　計 １，１５１，４８５ 

千円 

○ 土　地 

○ 建　物（延面積） 

○ 物　品 

４９，６９５．７４０裃 

２１，２９１．６２３裃 

１５点 

予算現額は、3月補正分まで、収入、支出済額は、平成20年3月31日現在で出納調書による。 
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受
付
期
間
　
7
月
2
日
貉
〜
 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

    と
き
　
7
月
１４
日
豺
　
午
後
1
時
３０

分
〜
2
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
高
取
公
民
館
１
階
図
書
室
 

内
容
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
赤
ち
ゃ

ん
絵
本
の
紹
介
、
手
遊
び
、
読
書

相
談
 

対
象
　
0
〜
2
歳
児
と
保
護
者
 

読
み
手
　
マ
ザ
リ
ー
ズ
 

参
加
費
　
無
料
 

   　
読
書
相
談
や
お
は
な
し
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

・
月
曜
日
　
午
後
１
時
〜
4
時
（
児

童
向
け
お
は
な
し
会
） 

・
水
曜
日
　
午
前
9
時
３０
分
〜
午
後

0
時
３０
分
（
乳
幼
児
向
け
お
は
な

し
会
） 

・
金
曜
日
　
午
前
9
時
３０
分
〜
午
後

0
時
３０
分
（
乳
幼
児
向
け
お
は
な

し
会
） 

・
土
曜
日
　
午
前
9
時
３０
分
〜
午
後

0
時
３０
分
（
児
童
向
け
お
は
な
し

会
） 

         　
1
日
貂
、
8
日
貂
、
１５
日
貂
、
２２

日
貂
、
２９
日
貂
 

   と
き
　
7
月
5
日
貍
、
１９
日
貍
　
午

後
2
時
〜
2
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
図
書
館
子
ど
も
読
書
支
援

室
「
え
ほ
ん
の
森
」 

読
み
手
　
土
よ
う
お
は
な
し
会
 

   と
き
　
7
月
１２
日
貍
　
午
後
2
時
〜

2
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
図
書
館
子
ど
も
読
書
支
援

室
「
え
ほ
ん
の
森
」 

読
み
手
　
ト
キ
の
会
 

   と
き
　
7
月
１９
日
貍
　
午
後
2
時
〜

4
時
 

と
こ
ろ
　
図
書
館
 

対
象
　
小
学
校
4
年
生
以
上
 

定
員
　
4
人
 

図
書
館 

7
月
の
休
館
日
 

紙
芝
居
の
日 

ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
の 

ひ
と
と
き 

課
題
図
書
の
貸
出
し 

夏
の
お
楽
し
み
会 

子
ど
も
絵
画
教
室 

雑
誌
の
無
償
配
布 

親
子
講
座 

え
ほ
ん
の
森 

お
は
な
し
会 

子
ど
も
一
日
司
書 

  と
き
　
７
月
２６
日
貍
　
午
後
2
時
〜

4
時
 

と
こ
ろ
　
図
書
館
子
ど
も
読
書
支
援

室
「
え
ほ
ん
の
森
」 

内
容
　
大
型
紙
芝
居
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
人
形
劇
、
工
作
ほ
か
　
　
 

定
員
　
５０
人
 

対
象
　
幼
児
〜
小
学
生
 

受
付
期
間
　
7
月
2
日
貉
〜
２０
日
豸
 

材
料
費
　
１００
円
 

※
材
料
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

   と
き
　
7
月
２１
日
豺
　
午
後
1
時
３０

分
〜
3
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
図
書
館
研
究
室
 

講
師
　
中
西
ヒ
ロ
キ
先
生
 

定
員
　
２０
人
 

対
象
　
幼
児
〜
小
学
生
 

受
付
期
間
　
7
月
2
日
貉
〜
１９
日
貍
 

持
ち
物
　
お
手
ふ
き
タ
オ
ル
、
絵
の

具
、
絵
筆
 

※
参
加
は
無
料
で
す
。
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。 

   　
保
存
期
間
の
過
ぎ
た
雑
誌
を
1
人

3
冊
ま
で
無
料
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

と
き
　
７
月
２６
日
貍
〜
8
月
7
日
貅
 

と
こ
ろ
　
図
書
館
ロ
ビ
ー
 

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

   貸
出
開
始
日
　
7
月
2
日
貉
か
ら
 

貸
出
冊
数
　
１
人
１
冊
 

貸
出
期
間
　
１
週
間
 

※
読
み
た
い
本
が
貸
出
中
の
と
き
は

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
返
却
さ
れ

し
だ
い
連
絡
し
ま
す
。 

小
学
校
低
学
年
 

・
ふ
し
ぎ
な
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
や
さ
ん
 

・
ぼ
く
が
ラ
ー
メ
ン
た
べ
て
る
と
き
 

・
か
わ
い
い
こ
ね
こ
を
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
 

・
ち
い
さ
な
あ
か
ち
ゃ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
！
―
未
熟
児
っ
て
な
あ
に
―
 

小
学
校
中
学
年
 

・
3
年
2
組
は
牛
を
飼
い
ま
す
 

・
ぼ
く
の
だ
い
す
き
な
ケ
ニ
ア
の
村
 

・
花
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
 

・
今
日
か
ら
は
、
あ
な
た
の
盲
導
犬
 

小
学
校
高
学
年
 

・
チ
ー
ム
ふ
た
り
 

・
耳
の
聞
こ
え
な
い
子
が
わ
た
り
ま
 

　
す
 

・
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
　
 

・
な
ぜ
、
め
い
王
星
は
惑
星
じ
ゃ
な

い
の
？
科
学
の
進
歩
は
宇
宙
の
当

た
り
前
を
か
え
て
い
く
 

中
学
校
 

・
と
な
り
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
 

・
曲
芸
師
ハ
リ
ド
ン
 

・
天
馬
の
よ
う
に
走
れ
―
書
聖
・
川

村
驥
山
物
語
―
 

高
等
学
校
 

・
荷
抜
け
 

・
兵
士
ピ
ー
ス
フ
ル
 

・
オ
デ
ッ
セ
イ
号
航
海
記
―
ク
ジ
ラ

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
 

   　
お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
ご
一
緒

に
絵
本
で
子
育
て
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

◆
第
3
回
　「
お
父
さ
ん
の
子
育
て

奮
闘
記
！
」 

お
話
　
都
築
真
哉
氏
（
高
浜
市
職
員
） 

と
き
　
7
月
１９
日
貍
　
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
高
取
公
民
館
１
階
図
書
室
 

定
員
　
１０
組
 

対
象
　
0
歳
〜
3
歳
児
と
保
護
者
 

受
付
期
間
　
7
月
2
日
貉
〜
 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

 問
合
せ
先
 

　
図
書
館
 

　
蕁
５２

‐0
2
4
0
 

  

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
 

き
ざ
ん
 



鬼
あ
か
り
づ
く
り
 

参
加
者
募
集
 

高
浜
市
消
防
団
 

操
法
大
会
に
向
け
 

特
訓
開
始
 

 

（
瓦
製
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
づ
く
り
）
 

六
感
シ
ゲ
キ
ツ
ア
ー
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高
浜
の
伝
統
文
化
「
瓦
」
と
美
し

い
日
本
の
歩
き
た
く
な
る
み
ち
５００
選

の
ひ
と
つ
「
鬼
み
ち
」
の
魅
力
を
一

層
引
き
出
す
た
め
に
、
あ
な
た
が
作

っ
た
「
鬼
あ
か
り
」
で
鬼
み
ち
を
飾

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
夜
に
は
、
ろ
う
そ
く
の
あ
か
り
を

灯
し
て
、
幻
想
的
な
世
界
に
誘
い
、

い
つ
も
の
趣
と
は
異
な
る
「
鬼
み
ち
」

を
創
り
あ
げ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
今
年
は
、「
ハ
ロ
ー
ウ
ィ
ン
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。 

　
作
り
方
は
簡
単
。
鬼
師
の
皆
さ
ん

や
当
館
の
指
導
員
が
わ
か
り
や
す
く

指
導
し
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ス
ト

を
実
施
し
、
ま
つ
り
当
日
に
優
秀
作

品
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。 

と
き
 

漓
8
月
9
日
貍
　
午
前
9
時
３０
分
〜

正
午
／
Ａ
コ
ー
ス
 

滷
8
月
9
日
貍
　
午
後
１
時
３０
分
〜

午
後
4
時
／
Ｂ
コ
ー
ス
 

③
8
月
１０
日
豸
　
午
前
9
時
３０
分
〜

正
午
／
Ｃ
コ
ー
ス
 

④
8
月
１０
日
豸
　
午
後
１
時
３０
分
〜

午
後
4
時
／
Ｄ
コ
ー
ス
 

と
こ
ろ
　
か
わ
ら
美
術
館
陶
芸
創
作
 

　
室
 

定
員
　
各
コ
ー
ス
４０
人
 

料
金
　
高
校
生
以
上
1
，
5
8
0
円
 

　（
粘
土
2
㎏
使
用
）、
中
学
生
以
下

4
7
0
円
（
粘
土
１
㎏
使
用
） 

申
込
方
法
　
7
月
３１
日
貅
ま
で
に
当

館
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
載
し
、
直
接
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

主
催
　
鬼
み
ち
ま
つ
り
実
行
委
員
会
、

か
わ
ら
美
術
館
 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
か
わ
ら
美
術
館
 

　
蕁
５２

‐3
3
6
6
 

　
薨
５２

‐8
1
0
0
 

   　
古
く
か
ら
も
の
づ
く
り
が
盛
ん
な

東
海
地
方
に
は
、
産
業
の
発
展
を
今

に
伝
え
る
産
業
文
化
財
が
各
地
に
残

さ
れ
て
大
切
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
公
開
・
展

示
し
て
い
る
産
業
観
光
施
設
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。 

　
そ
ん
な
産
業
観
光
施
設
の
中
か
ら

今
夏
も
知
多
半
島
周
辺
地
域
を
中
心

と
す
る
6
か
所
の
施
設
を
巡
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
「
六
感
シ
ゲ
キ
ツ
ア
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。 

　
各
館
（
対
象
施
設
参
照
）
で
配
布

す
る
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
に
ス
タ
ン
プ

を
集
め
て
い
く
と
2
館
目
か
ら
各
館

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
さ
ら
に
4
館
の
ス
タ
ン
プ
を
集

め
れ
ば
ス
テ
キ
な
ス
ペ
シ
ャ
ル
グ
ッ

ズ
（
数
に
限
り
有
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。 

期
間
　
7
月
１９
日
貍
〜
8
月
３１
日
豸
 

対
象
施
設
　
か
わ
ら
美
術
館
（
高
浜

市
）、
有
松
・
鳴
海
絞
会
館
（
名

古
屋
市
緑
区
）、
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
館
（
東
海
市
）、
盛
田
　
味
の

里
、　
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
ラ
イ
ブ
ミ
ユ
ー

ジ
ア
ム
（
以
上
、
常
滑
市
）、
博

物
館
「
酢
の
里
」（
半
田
市
） 

※
各
館
の
見
学
に
は
所
定
の
見
学
料

金
が
必
要
な
所
も
あ
り
ま
す
。 

※
見
学
料
金
や
開
館
時
間
、
休
館
日

は
各
館
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
問
い
合
せ
て
く
だ

さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
か
わ
ら
美
術
館
 

　
蕁
５２

‐3
3
6
6
 

　
7
月
１２
日
貍
に
一
宮
市
千
秋
町
一

宮
総
合
運
動
場
で
開
催
さ
れ
る
第
５３

回
愛
知
県
消
防
操
法
大
会
に
高
浜
市

の
代
表
と
し
て
第
3
分
団
が
出
場
し

ま
す
。 

　
大
会
に
出
場
す
る
選
手
は
、
放
水

技
術
の
正
確
性
や
迅
速
性
が
求
め
ら

れ
、
１
秒
で
も
早
く
放
水
で
き
る
よ

う
ホ
ー
ス
を
担
ぎ
な
が
ら
火
点
に
向

か
っ
て
疾
走
す
る
訓
練
の
光
景
は
、

地
域
防
災
の
担
い
手
と
し
て
頼
も
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
午
後
8
時
か
ら
１０
時
ま
で
五
反
田

第
2
グ
ラ
ン
ド
と
、
吉
浜
小
学
校
グ

ラ
ン
ド
で
優
勝
を
目
指
し
て
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

 　
市
民
の
皆
さ
ん
の
熱
い
声
援
を
お

願
い
し
ま
す
。 

　
大
会
に
出
場
す
る
選
手
は
、
次
の

方
々
で
す
。（
敬
称
略
） 

                        問
合
せ
先
 

・
　
生
活
安
全
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２

‐1
1
1
1（
内
線
３２２
） 

・
高
浜
消
防
署
 

　
蕁
５２

‐1
1
9
0（
内
線
２９
） 

か
わ
ら 

　
美
術
館 

補助員 
篠田　憲和 

4番員 
山下　友和 

1番員 
鈴木　将巳 

 

指揮者 
磯部　隆幸 

3番員 
古賀　大蔵 

2番員 
原田　峰男 
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衣
浦
東
部
広
域
連
合 

議
会 

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ 

宝
く
じ 

救
命
講
習
会 

消
防
設
備
士
試
験 

消
　
防 

会場 碧南消防署 高浜消防署 

講習会名 普通救命講習会蠢 小児・乳児応急手当講習会 

開催日 7月20日豸 7月19日貍 

開催時間 午前9時～正午 午前9時～11時 

定員 

対象者 碧海5市在住・在勤の方　※いずれの会場でも受講できます。 

申込先 
・ 
詳細 

先着20人 先着15人 

無料 
7月5日貍 午前9時から募集開始 
蕁41－2625　救急係へ 

無料 
7月5日貍 午前9時から募集開始 
蕁52－1190　救急係へ 

                                と
き
　
8
月
３１
日
豸
、
9
月
7
日
豸
 

と
こ
ろ
　
名
古
屋
工
学
院
専
門
学
校
 

試
験
の
種
類
　
甲
種
・
乙
種
 

申
込
方
法
　
7
月
２２
日
貂
〜
３０
日
貉

に
申
込
用
紙
を
譛
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
愛
知
県
支
部
（
蕁
０５２

‐９６２‐1
5
0
3
）
へ
郵
送
か
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
申
込
用
紙
は
、
7
月
7
日
豺
か
ら

消
防
署
で
お
渡
し
し
ま
す
。 

問
合
せ
先
 

・
衣
浦
東
部
広
域
連
合
消
防
局
 

　
蕁
６３

‐0
1
3
6
 

・
高
浜
消
防
署
予
防
係
 

　
蕁
５２

‐1
1
9
0
 

     　
9
月
1
日
か
ら
、
携
帯
電
話
、
Ｉ

Ｐ
電
話
を
使
用
し
た
１１９
番
通
報
で
通

報
者
の
位
置
を
特
定
で
き
る
「
位
置

情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
を
開

始
し
ま
す
。 

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
１１９

番
通
報
時
、
通
報
者
の
音
声
と
併
せ

て
場
所
な
ど
の
位
置
情
報
が
自
動
的

に
消
防
局
に
通
知
さ
れ
、
よ
り
迅
速

な
出
動
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

対
象
と
な
る
電
話
・
通
知
さ
れ
る
位

置
情
報
 

・
携
帯
電
話
の
場
合
…
第
3
世
代
と

呼
ば
れ
る
機
種
（
注
１
） 

※
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
搭
載
機
種
の
場
合
は
、

よ
り
精
度
の
高
い
位
置
情
報
が
通

知
さ
れ
ま
す
。 

・
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合
…
Ｉ
Ｐ
電
話
の

う
ち
０５０
で
電
話
番
号
が
始
ま
る
電

話
サ
ー
ビ
ス
を
除
い
た
も
の
 

※
契
約
者
情
報
（
住
所
・
氏
名
）
が

通
知
さ
れ
ま
す
。 

　（
注
１
）
詳
し
く
は
購
入
し
た
携

帯
電
話
会
社
に
問
い
合
せ
て
く
だ

さ
い
。 

注
意
事
項
 

漓
携
帯
電
話
の
位
置
情
報
の
精
度
は
、

携
帯
電
話
の
機
能
、
そ
の
他
の
条

件
に
よ
り
誤
差
が
生
じ
ま
す
。
１１９

番
通
報
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
係
員
の
質
問
に
答
え
る
か

た
ち
で
住
所
や
目
標
物
な
ど
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。 

滷
１８４
発
信
の
場
合
は
位
置
情
報
が
通

知
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
緊
急

に
位
置
情
報
が
必
要
と
判
断
し
た

場
合
に
は
強
制
的
に
位
置
情
報
を

取
得
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

③
尊
い
命
を
救
う
た
め
に
、
救
急
車

の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

問
合
せ
先
 

　
衣
浦
東
部
広
域
連
合
消
防
局
通
信

指
令
課
 

　
蕁
６３

‐0
1
3
8
 

    　
平
成
２０
年
第
１
回
衣
浦
東
部
広
域

連
合
議
会
臨
時
会
が
、
5
月
２８
日
に

広
域
連
合
議
場
（
刈
谷
市
役
所
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
議
会
は
、
高
浜
市
、
碧
南
市
、

安
城
市
選
出
の
広
域
連
合
議
会
議
員

が
辞
職
し
、3
市
議
会
に
お
い
て
後

任
の
広
域
連
合
議
会
議
員
が
選
出
さ

れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。 

　
議
会
で
は
正
副
議
長
の
選
挙
が
行

わ
れ
、
議
長
に
竹
内
廣
治
議
員
が
、

副
議
長
に
山
本
允
議
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
、
議
会
運
営
委
員
会
委

員
の
選
任
、
広
域
連
合
副
長
お
よ
び

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）
の
人
事
案

件
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

▼
高
浜
市
・
碧
南
市
・
安
城
市
よ
り

今
回
選
出
の
衣
浦
東
部
広
域
連
合
議

会
議
員
（
議
席
番
号
順
・
敬
称
略
） 

　（
高
浜
市
選
出
）
鈴
木
勝
彦
、
内

藤
と
し
子
 

　（
碧
南
市
選
出
）
下
島
良
一
、
竹

内
廣
治
、
木
村
健
吾
 

　（
安
城
市
選
出
）
神
谷
昌
宏
、
深

津
忠
男
、
山
本
允
、
桐
生
則
江
 

 〇
正
副
議
長
 

議
長
　
　
竹
内
廣
治
（
碧
南
市
） 

副
議
長
　
山
本
允
（
安
城
市
） 

○
議
会
運
営
委
員
会
 

委
員
長
　
西
口
俊
文
（
刈
谷
市
） 

副
委
員
長
　
高
橋
憲
二
（
知
立
市
） 

委
員
　
木
村
健
吾
（
碧
南
市
）、
石

川
孝
文
（
安
城
市
）、
内
藤
と
し

子
（
高
浜
市
） 

○
同
意
さ
れ
た
人
事
 

広
域
連
合
副
長
　
神
谷
和
也
（
安
城

市
副
市
長
） 

監
査
委
員
（
議
選
）　
鈴
木
勝
彦
（
高

浜
市
） 

問
合
せ
先
 

　
衣
浦
東
部
広
域
連
合
事
務
局
総
務

課
総
務
係
 

　
蕁
６３

‐0
1
3
1

携
帯
電
話
・ 

Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
の 

　
番
通
報 
119

　
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使

わ
れ
ま
す
。 

　
賞
金
は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ

て
3
億
円
、
2
等
も
１
億
円
。（
１

等
／
2
億
円
×
４０
本
。
前
後
賞
各
5

千
万
円
。
2
等
／
１
億
円
×
８０
本
） 

発
売
期
間
　
7
月
１４
日
豺
〜
8
月
１

日
貊
 

抽
選
日
　
8
月
１２
日
貂
 

支
払
開
始
日
　
8
月
１８
日
豺
 



広報たかはま H20.7.115

           ◆
あ
っ
と
い
う
間
に
作
れ
る
夏
メ
ニ

ュ
ー
 

　
短
時
間
で
手
軽
に
作
れ
る
夏
の
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。
き
ゅ
う
り
と
鶏
肉
の

香
味
炒
め
、
揚
げ
サ
バ
の
サ
ッ
パ
リ

あ
ん
か
け
、
汁
物
の
3
品
を
作
り
ま

す
。 

と
き
　
7
月
１７
日
貅
　
午
前
１０
時
〜

正
午
 

と
こ
ろ
　
日
本
福
祉
大
学
高
浜
専
門

学
校
 

定
員
　
１６
人
 

参
加
費
　
８００
円
 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
２
枚
、

タ
オ
ル
 

企
画
　
秋
谷
芳
子
氏
 

申
込
期
間
　
7
月
3
日
貅
〜
１５
日
貂

午
前
9
時
〜
午
後
8
時
４５
分
（
土
 

　
・
日
曜
日
を
除
く
） 

託
児
　
参
加
申
込
と
あ
わ
せ
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。 

※
申
込
初
日
の
み
、
１
回
の
電
話
で

2
人
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

※
申
込
期
間
内
に
参
加
費
を
い
き
い

き
広
場
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
納
め

て
く
だ
さ
い
。
入
金
後
の
返
金
は

で
き
ま
せ
ん
。 

※
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
、
必
ず
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
い
き
い
き
広
場
 

　
蕁
０９０

‐6
5
9
2‐1
5
7
3
 

                     　
江
戸
時
代
そ
の
ま
ま
の
衣
装
を
ま

と
っ
た
総
勢
２００
人
余
り
の
行
列
が
、

時
代
絵
巻
さ
な
が
ら
に
市
街
地
を
練

り
歩
き
ま
す
。 

と
き
　
7
月
１９
日
貍
　
午
後
6
時
〜

9
時
 

と
こ
ろ
　
中
心
市
街
地
一
帯
 

   　
た
く
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
趣
向
を

凝
ら
し
た
衣
装
や
踊
り
で
西
尾
ま
つ

り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
す
。 

と
き
　
7
月
２０
日
豸
　
午
後
5
時
〜

8
時
５０
分
 

と
こ
ろ
　
中
心
市
街
地
一
帯
 

問
合
せ
先
 

　
西
尾
ま
つ
り
協
賛
会
事
務
局
（
市

商
工
課
内
） 

　
蕁
0
5
6
3‐５６
‐2
1
1
1
 

     と
き
　
8
月
１
日
貊
〜
3
日
豸
　
午

前
１０
時
〜
午
後
１０
時
 

と
こ
ろ
　
中
心
市
街
地
一
帯
（
Ｊ
Ｒ

安
城
駅
・
名
鉄
南
安
城
駅
下
車
） 

※
期
間
中
、
幻
想
的
な
「
短
冊
ロ
ー

ド
と
星
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

が
お
祭
り
広
場
に
登
場
し
ま
す
。 

問
合
せ
先
 

　
安
城
七
夕
ま
つ
り
協
賛
会
事
務
局

（
安
城
商
工
会
議
所
内
） 

　
蕁
７６

‐5
1
7
5
 

 

       と
き
　
7
月
１２
日
貍
〜
8
月
３１
日
豸

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
３０
分
（
入

館
は
閉
館
３０
分
前
ま
で
） 

休
館
日
　
7
月
１４
日
豺
、
8
月
１８
日

豺
 

と
こ
ろ
　
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美

術
博
物
館
 

観
覧
料
　
大
人
３００
円
、
小
・
中
学
生

１００
円
 

問
合
せ
先
 

　
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物

館
 

　
蕁
0
5
6
4‐５３‐3
5
1
1
 

               

・
新
楽
／
7
月
２６
日
貍
　
午
後
5
時

２０
分
（
開
始
予
定
） 

・
本
楽
／
7
月
２７
日
豸
　
午
後
5
時

３０
分
（
開
始
予
定
） 

と
こ
ろ
　
秋
葉
社
・
銀
座
周
辺
 

※
駐
車
場
は
市
営
寺
横
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
刈
谷
市
観
光
協
会
 

　
蕁
２３

‐4
1
0
0
 

     と
き
　
7
月
２６
日
貍
　
午
後
2
時
〜

9
時
 

※
荒
天
時
は
、
7
月
２７
日
豸
 

と
こ
ろ
　
碧
南
市
役
所
前
道
路
周
辺
 

内
容
 

・
パ
レ
ー
ド
　
 

　
午
後
3
時
３０
分
〜
4
時
３０
分
 

・
総
踊
り
 

　
1
部
　
午
後
5
時
〜
6
時
３０
分
 

　
2
部
　
午
後
7
時
〜
8
時
３０
分
 

・
サ
ブ
ス
テ
ー
ジ
 

　
午
後
2
時
〜
8
時
３０
分
 

・
元
気
ッ
ス
！
商
店
街
 

　
午
後
2
時
〜
9
時
 

問
合
せ
先
 

　
元
気
ッ
ス
！
へ
き
な
ん
実
行
委
員

会
事
務
局
（
碧
南
市
役
所
生
活
課
） 

　
蕁
４１‐3
3
1
1

オ
リ
ジ
ナ
ル 

に
こ
に
こ
ラ
ウ
ン
ジ 

参
加
者
募
集 

ふ
ら
っ
と 

　
カ
レ
ッ
ジ 

大
名
行
列

 

安
城
七
夕
ま
つ
り 

万
燈
祭 

踊
ろ
っ
茶
・
西
尾 

■
西
尾
　N

IS
H
IO

■ 

■
安
城
　A

N
J
O

■ 

元
気
ッ
ス
！
へ
き
な
ん 

■
碧
南
　H

E
K
IN
A
N

■ 

企
画
展
ワ
ン
ダ
ー
・
フ
ァ
イ
ブ 

〜
キ
ミ
が
ヒ
ラ
く 

 
 
 
 
 
5
つ
の
扉
〜 

お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館 

■
岡
崎
　O

K
A
Z
A
K
I

■ 

■
刈
谷
　K

A
R
IY
A

■ 

西
三
河
8
市 

イ
ベ
ン
ト 
　
　
だ
よ
り 

ま

ん

　

ど

　

ま
つ
り 
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最
低
賃
金
法
が 

変
わ
り
ま
す 

リ
ウ
マ
チ
患
者
・
家
族 

講
演
会
と
医
療
相
談 

ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー 

保
留
地（
宅
地
）を 

分
譲
し
ま
す 

栄
養
相
談 

な
ん
で
も
労
働
相
談
会 

          　
安
城
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
地

内
の
保
留
地
２
区
画
を
公
開
抽
せ
ん
、

2
区
画
を
一
般
競
争
入
札
で
、
安
城

作
野
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の
保

留
地
4
区
画
を
一
般
競
争
入
札
で
分

譲
し
ま
す
。 

受
付
期
間
　
7
月
１
日
貂
〜
9
日
貉
 

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。 

申
込
用
紙
配
布
・
受
付
場
所
　
安
城

市
役
所
区
画
整
理
課
 

◆
安
城
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
地
 

抽
せ
ん
日
時
・
場
所
　
7
月
１４
日
豺

午
後
１
時
３０
分
、
安
城
市
役
所
大

会
議
室
 

入
札
日
時
・
場
所
　
7
月
１４
日
豺
 

　
午
後
3
時
、
安
城
市
役
所
大
会
議

室
 

◆
安
城
作
野
土
地
区
画
整
理
事
業
地
 

入
札
日
時
・
場
所
　
7
月
１４
日
豺
 

　
午
前
１０
時
、
安
城
市
役
所
大
会
議

室
 

問
合
せ
先
 

　
安
城
市
役
所
区
画
整
理
課
 

　
蕁
７６

‐1
1
1
1
 

 

  　
健
康
診
断
な
ど
で
血
糖
値
が
高
い

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
、
栄
養

相
談
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
あ
な
た
の
普
段
の
栄
養
・
運
動
状

況
か
ら
、
管
理
栄
養
士
が
糖
尿
病
予

防
の
た
め
の
栄
養
の
ポ
イ
ン
ト
を
分

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。 

　
糖
尿
病
以
外
の
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
。 

と
き
　
7
月
２２
日
貂
　
午
後
１
時
３０

分
〜
3
時
３０
分
（
１
人
３０
分
程
 

　
度
） 

と
こ
ろ
　
い
き
い
き
広
場
 

対
象
・
定
員
　
市
民
4
人
 

費
用
　
無
料
 

申
込
方
法
　
7
月
１６
日
貉
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
い
き
い
き
広
場
内
保
健
福
祉
グ
ル

ー
プ
 

　
蕁
５２

‐9
8
7
1
 

    　
リ
ウ
マ
チ
に
つ
い
て
の
講
演
会
お

よ
び
医
療
相
談
を
開
催
し
ま
す
。 

講
演
　「
関
節
リ
ウ
マ
チ
治
療
の
最

前
線
〜
寛
解
を
め
ざ
す
治
療
の
実

際
〜
」 

講
師
　
船
橋
直
樹
氏
（
ふ
な
は
し
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
） 

と
き
　
7
月
２３
日
貉
　
午
後
2
時
３０

分
〜
4
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
三
好
町
立
保
健
セ
ン
タ
ー

3
階
大
ホ
ー
ル
 

対
象
　
リ
ウ
マ
チ
疾
患
患
者
と
そ
の

家
族
、
リ
ウ
マ
チ
疾
患
に
関
心
の

あ
る
方
 

費
用
　
無
料
 

申
込
方
法
　
7
月
１８
日
貊
ま
で
に
、

衣
浦
東
部
保
健
所
へ
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。 

※
講
師
へ
の
質
問
も
受
け
付
け
ま
す
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
衣
浦
東
部
保
健
所
健
康
支
援
課
地

域
保
健
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
２１‐4
7
7
8
 

   　
県
で
は
、
愛
知
県
労
働
委
員
会
、

愛
知
労
働
局
お
よ
び
愛
知
社
会
保
険

事
務
局
と
共
催
で
「
な
ん
で
も
労
働

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

　
当
日
は
、
来
所
、
電
話
で
も
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

と
き
　
7
月
２４
日
貅
・
２５
日
貊
　
午

前
１０
時
〜
午
後
4
時
 

と
こ
ろ
　
つ
る
ま
い
プ
ラ
ザ
（
愛
知

県
勤
労
会
館
）
事
務
棟
１
階
ロ
ビ

ー
（
Ｊ
Ｒ
鶴
舞
駅
、
地
下
鉄
鶴
舞

5
番
出
口
よ
り
南
へ
徒
歩
5
分
） 

相
談
内
容
　
 

・
解
雇
、
出
向
、
賃
金
、
退
職
金
、

労
働
時
間
等
の
労
働
条
件
 

・
募
集
、
採
用
、
雇
用
調
整
、
職
業

能
力
開
発
 

・
そ
の
他
労
働
関
係
の
相
談
 

申
込
方
法
 

・
当
日
電
話
に
よ
る
相
談
・
問
合
せ

先
（
専
用
電
話
） 

　
蕁
０５２‐７４１‐1
9
1
9
 

・
弁
護
士
の
相
談
 

　
各
日
午
後
1
時
〜
4
時
（
要
予
約
）

蕁
０５２‐９５４‐6
3
7
5
 

問
合
せ
先
 

　
県
労
政
担
当
局
労
働
福
祉
課
 

　
蕁
０５２‐９５４‐6
3
7
5
 

    　
7
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。 

・
地
域
別
最
低
賃
金
を
決
定
す
る
場

合
に
は
、
労
働
者
が
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
保
護
の

施
策
と
の
整
合
性
に
も
配
慮
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
具
体
的
な
金

額
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
決
定
さ

れ
ま
す
。 

・
地
域
別
最
低
賃
金
の
不
払
の
場
合

の
罰
金
額
の
上
限
が
2
万
円
か
ら

５０
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

・
産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、

そ
の
不
払
に
つ
い
て
は
、
最
低
賃

金
法
の
罰
則
は
適
用
さ
れ
な
く
な

り
、
労
働
基
準
法
の
賃
金
の
全
額

払
違
反
の
罰
則
（
罰
金
の
上
限
額

３０
万
円
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。 

・
障
が
い
に
よ
り
著
し
く
労
働
能
力

の
低
い
方
な
ど
に
関
す
る
適
用
除

外
が
廃
止
さ
れ
、
最
低
賃
金
の
減

額
特
例
が
新
設
さ
れ
ま
す
。 

・
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
派
遣

先
の
地
域
（
産
業
）
の
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
ま
す
。 

問
合
せ
先
 

　
刈
谷
労
働
基
準
監
督
署
 

　
蕁
２１‐4
8
8
5

と
き
　
7
月
9
日
貉
 

と
こ
ろ
　
い
き
い
き
広
場
ホ
ー
ル
 

講
師
　
飯
島
佳
代
先
生
（
日
本
福
祉

大
学
社
会
福
祉
総
合
研
修
セ
ン
タ

ー
） 

対
象
者
　
市
民
３０
人
 

申
込
方
法
　
7
月
8
日
貂
ま
で
に
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
蕁
５２‐
 

　
9
6
1
0
）
へ
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。 

愛
知
県
介
護
支
援
専
門
員 

実
務
研
修
受
講
試
験 

 

試
験
日
　
１０
月
１９
日
豸
 

願
書
配
布
期
限
　
7
月
２２
日
貂
 

願
書
配
布
場
所
　
い
き
い
き
広
場
、

県
民
生
活
プ
ラ
ザ
な
ど
 

問
合
せ
先
 

　
県
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
蕁
０５２‐２３１‐3
2
2
4

そ
の
他 
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　今年も、市内医療機関において成人歯科健康診査を実施します。 

歯周病は、気づかないうちに進行し、最後には歯が抜けてしまうこともある病気です。「歯ぐきから出血

する」「歯肉が赤く腫れている」「歯肉がやせてきた」「口臭が気になる」…こんな症状があれば歯周病の

危険信号です。 

　ぜひ、この機会に受診して自分の歯を自分で守りましょう。 

 

〈受診期間〉　7月1日貂～9月30日貂 

　　　　　　　※休診日は除きます。 

〈対 象 者〉　平成20年度中に40・45・50・55・60・65・70歳に 

なる市民 

※対象の方には、受診票をお送りしますので、受診の際に 

　医療機関の窓口へ提出してください。 

〈費　　用〉　無料（ただし、処置および治療にかかる費用は除きます。） 

〈健診内容〉　・・口腔内一般診査…歯周疾患、むし歯、顎関節など 

　　　　　　　・歯科保健指導…ブラッシング指導など 

【問合せ先】いきいき広場内保健福祉グループ　蕁52－9871

1．毎日の健康管理に気をつけましょう。 

2．丈夫な歯を作るためにバランスのとれた食事を心がけましょう。 

3．正しいブラッシングでていねいに歯を磨きましょう。 

4．よく噛んで食べましょう。 

5．糖分はできるだけ控えましょう。 

6．定期的に歯科健診を受けましょう。 

7．歯や歯ぐきの状態に異常があれば、すぐ歯科医師に相談してみましょう。 

稲垣歯科医院 

かとう歯科クリニック 

キララ歯科 

杉浦歯科医院 

森歯科医院 

港デンタルクリニック 

実施医療機関 電　　話 実施医療機関 電　　話 

52－5611 

54－4488 

54－5454 

52－5000 

52－0888 

52－6666

52－6456 

53－5155 

53－1515 

53－0761 

52－2336 

54－0007

かじかわ歯科 

神谷デンタルクリニック 

グリーン歯科 

鈴木歯科医院　 

森田歯科医院 

ユヤマデンタルオフィス 

（50音順） 
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は
ぐ
み
ん
優
待
シ
ョ
ッ
プ 

紹
介
し
ま
す 

 

問合せ先 

Ｅメール 

市役所こども育成グループ 
蕁52-1111（内線363） 

ikusei@city.takahama.lg.jp

　
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
子

育
ち
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報

を
毎
月
1
日
号
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

 ◆
大
人
と
こ
ど
も
の
意
識
の
ズ
レ
を

4
コ
マ
漫
画
に
し
ま
す
 

　
4
コ
マ
漫
画
『
お
と
な
も
　
こ
ど

も
も
』
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
子
育
て
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
を
も
と
に
連
載
し
て
い
ま
す
。 

　
大
人
と
こ
ど
も
の
意
識
の
ズ
レ
を

感
じ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

た
か
は
ま
こ
さ
ん
の
サ
イ
ン
入
り
色

紙
を
お
送
り
し
ま
す
。 

　
今
回
は
、
望
月
由
子
さ
ん
か
ら
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。 

応
募
方
法
　
紙
ま
た
は
電
子
フ
ァ
イ

ル
な
ど
に
よ
り
文
章
化
し
た
も
の

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の

応
募
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。 

応
募
先
　
 

　
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ
 

　
〒
４４４‐1
3
9
8（
住
所
不
要
） 

　
薨
５２

‐1
1
1
0（
余
白
に
「
こ

ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ
宛
」
と
記
入

し
て
く
だ
さ
い
） 

　E
-m
a
il:iku

s
e
i@
c
ity.ta

ka
h
a
 

　m
a
.lg
.jp
 

　
 

   　
4
月
よ
り
、
子
育
て
家
庭
優
待
事

業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。 

　
6
月
１５
日
か
ら
、
は
ぐ
み
ん
優
待

シ
ョ
ッ
プ
「
お
と
う
ふ
市
場
　
大
ま

め
蔵
」
の
特
典
内
容
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

新
し
い
特
典
内
容
　
本
人
を
お
連
れ

い
た
だ
い
た
方
の
み
、
ポ
イ
ン
ト

を
2
倍
と
し
ま
す
。（
１２
日
（
と

う
ふ
の
日
）
は
ポ
イ
ン
ト
2
倍
デ

ー
の
た
め
、
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

の
併
用
は
し
ま
せ
ん
） 

※
は
ぐ
み
ん
優
待
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、

子
育
て
家
庭
優
待
事
業
の
協
賛
店

舗
・
施
設
で
す
。
店
頭
に
特
典
内

容
を
書
い
た
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
っ

て
あ
り
ま
す
。
な
お
、
愛
知
県
内

他
市
の
は
ぐ
み
ん
優
待
シ
ョ
ッ
プ

で
も
特
典
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

       ※
優
待
シ
ョ
ッ
プ
の
最
新
情
報
は
、

県
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
携
帯
電

話
か
ら
も
優
待
シ
ョ
ッ
プ
を
掲
載

し
た
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
カ
ー
ド
裏
面
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

は
ぐ
み
ん
カ
ー
ド
の
配
布
　
こ
ど
も

育
成
グ
ル
ー
プ
窓
口
と
い
き
い
き

広
場
、
い
ち
ご
プ
ラ
ザ
で
カ
ー
ド

を
配
付
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
窓
口
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

今回は望月由子さんからのエピソードです。 
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子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を 

配
布
し
て
い
ま
す 

6
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
 

認
定
こ
ど
も
園
ひ
か
り
 

こ
ど
も
文
化
活
動 

全
国
大
会
等 

参
加
奨
励
金
制
度 

カ
ワ
ラ
ッ
キ
ー
の
 

月
か
わ
り
レ
シ
ピ
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全
国
大
会
な
ど
に
参
加
す
る
こ
ど

も
の
文
化
活
動
へ
の
奨
励
お
よ
び
振

興
を
図
る
た
め
、
市
内
に
在
住
す
る

小
中
学
生
が
、
学
校
活
動
以
外
で
全

国
大
会
も
し
く
は
国
際
大
会
に
出
場

し
た
場
合
、「
高
浜
市
こ
ど
も
文
化

活
動
全
国
大
会
等
参
加
奨
励
金
」
を

支
給
し
ま
す
。 

対
象
　
市
内
に
在
住
の
小
中
学
生
。

た
だ
し
、
国
際
大
会
で
は
、
引
率

者
と
し
て
大
人
2
人
以
内
を
支
給

対
象
者
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

大
会
の
範
囲
 

漓
国
際
大
会
 

　
国
ま
た
は
地
方
自
治
体
（
国
外
の

大
会
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
に
準
ず

る
団
体
）
が
主
催
、
後
援
、
共
催
、

協
賛
す
る
大
会
。 

滷
全
国
大
会
 

　
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
主
催
、

後
援
、
共
催
、
協
賛
す
る
大
会
。 

奨
励
金
の
額
　
上
表
の
と
お
り
 

申
請
方
法
　
出
場
日
前
後
３０
日
以
内

に
、
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ
に
備

え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
書
類
を

添
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
受
け
付
け
で
き

ま
せ
ん
。 

※
大
会
終
了
後
、
速
や
か
に
結
果
を

報
告
し
て
く
だ
さ
い
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２

‐1
1
1
1（
内
線
３６２
） 

 

           　
市
で
は
、『
ま
ま
の
あ
ん
ち
ょ
こ
』

『
あ
ん
ち
ょ
こ
　
つ
ぅ
』
を
改
訂
し
、

子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
『
あ
ん
ち
ょ

こ
』
を
作
成
し
ま
し
た
。 

　
公
園
や
病
院
、
市
内
の
子
育
て
支

援
関
係
施
設
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。 

　『
あ
ん
ち
ょ
こ
』
は
、
い
ち
ご
プ

ラ
ザ
、
各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

市
役
所
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ
窓
口

で
配
布
し
て
い
ま
す
。 

      　
こ
ど
も
食
育
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
か
わ
ら
食
人
カ
ワ
ラ
ッ
キ

ー
が
、
保
育
園
で
子
ど
も
た
ち
が
食

べ
て
い
る
給
食
や
お
や
つ
の
作
り
方

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
ご
家
庭
で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。 

◆
切
干
大
根
の
和
え
物
 

材
料
（
１
人
分
）　
切
干
大
根
5
ｇ
、

ハ
ム
3
ｇ
、
胡
瓜
5
ｇ
、
人
参
3
ｇ
、

コ
ー
ン
5
ｇ
、
ご
ま
油
０.３
ｇ
、
醤
油

１
ｇ
、
酢
１
ｇ
、
砂
糖
１
ｇ
 

作
り
方
  

①
切
干
大
根
は
水
で
戻
し
、
食
べ
や

す
い
長
さ
に
切
る
。
胡
瓜
、
人
参
、

ハ
ム
は
千
切
り
に
す
る
。 
 

②
鍋
に
湯
を
沸
か
し
、
切
干
大
根
、

人
参
を
ゆ
で
る
。
胡
瓜
、
ハ
ム
、

コ
ー
ン
も
さ
っ
と
ゆ
で
る
。 
 
 

③
調
味
料
を
全
て
混
ぜ
、
水
気
を
切

っ
た
②
を
和
え
る
。 

   　
6
月
に
学
校
法
人
昇
龍
学
園
が
運

営
す
る
高
浜
ひ
か
り
幼
稚
園
に
併
設

し
、
保
育
所
の
「
ひ
か
り
こ
ど
も
園
」

が
オ
ー
プ
ン
し
、
認
定
こ
ど
も
園
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
ひ
か
り
こ
ど
も
園
は
、
保
育
に
欠

け
る
生
後
六
か
月
児
か
ら
5
歳
児
ま

で
の
お
子
様
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

入
園
の
申
込
は
、
ひ
か
り
こ
ど
も
園

で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
認
定
こ
ど
も
園
ひ
か
り
に
は
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
就
学
前
の
親
子
が
利
用
で

き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

問
合
せ
先
 

　
ひ
か
り
こ
ど
も
園
 

　
蕁
７０‐7
7
2
0
 

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
 

　
蕁
７０

‐7
5
0
1
 

　
市
役
所
子
育
て
施
設
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２

‐1
1
1
1（
内
線
３６４
） 

 

カ
ワ
ラ
ッ
キ
ー
か
ら
一
言
 

　
暑
い
日
に
も
食
べ
や
す
い
さ

っ
ぱ
り
し
た
切
干
大
根
料
理
だ

よ
。
生
の
大
根
１
㎏
を
切
っ
て

乾
燥
さ
せ
る
と
切
干
大
根
が
１００

ｇ
で
き
る
よ
。
乾
燥
す
る
と
栄

養
が
ぎ
ゅ
っ
と
凝
縮
さ
れ
て
、

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
た
っ

ぷ
り
だ
よ
。 

蜻
奨
励
金
の
額
 

※
参
加
費
が
全
額
、
主
催
者
か
ら
支
給
さ
れ
る
場
合
は
支
給
し
な
い
。
 

※
他
の
補
助
な
ど
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
差
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
の
額
と
す
る
。
 

 

大
会
名
 

国
際
大
会
 

開
催
地
 

金
　
　
額
 

国
　
外
 

国
　
内
 

愛
知
県
、三
重
県
、岐
阜
県
、静
岡
県
 

本
州
、
四
国
 

北
海
道
、
九
州
、
沖
縄
県
 

運
賃
・
宿
泊
費
の
1
－
2
以
内
の
額
 

１
人
2
0
，
0
0
0
円
 

１
人
　
3
，
0
0
0
円
 

１
人
　
5
，
0
0
0
円
 

１
人
1
0
，
0
0
0
円
 

全
国
大
会
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月 火 水 木 金 

内　　科 

一般内科 
蔗　　診 

一般内科 
蔘　　診 

一般内科 
蔬　　診 

１診　午前診 

2診　午前診 

午後診 

午前診 

午前診 

午後診 

総合検診 

胃カメラ 

午前診 

午後診 
（予約制） 

午後診 
（予約制） 

外　　科 

整形外科 

眼　　科 

耳　　鼻 
いんこう科 

○ 
消化器外来 

○ 
消化器外来 

大　　　腸 
ファイバー 
検　　　査 

乳腺健診 乳腺健診 乳腺健診 乳腺健診 

※ ※ ※ ※ ※ 

○ ※ ※ ○ ※ 

※ ※ ◎ ※ ◎ 

※ ○ ○ ※ ※ 

※ ※ ※ 

※ ※ 

※ ○ 

※ ※ 

※ 

○ ※ ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

※ 

※ 

※ 

○ 

○ 

○ 

○ ◎ ※ ※ ※ 

○ ○ ○ ◎ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ 

診 療 担 当 表 H20年7月～ 

診療担当変更のお知らせ 高浜市立病院 

耳鼻いんこう科の診察日を充実しました 

7月から耳鼻いんこう科の診察を火曜日と木曜

日の午前中の週2日に拡大します。診察日が変わ

りましたのでご注意ください。 

受診される場合は、電話サービス（カルテを先

に耳鼻いんこう科へ運んでおきます）がご利用い

ただけますので、当日の11時までに電話をして

耳鼻いんこう科に直接お越しいただくか、11時

30分までに総合受付にお越しください。 

◎は、女性医師担当、※は休診 
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PREFEITURA DE TAKAHAMA INFORMA

市営住宅入居者募集 
INSCRIÇÕES  PARA  CONJUNTO  RESIDÊNCIAL  DA  PREFEITURA
Está aberta a inscrição para1 unidade residêncial da Prefeitura.(SORTEIO)

DADOS DA UNIDADE  (PARA USUÁRIOS COMUNS)
・RESIDÊNCIAL MUNICIPAL TOKAI APTO N. 1-404  (TADO CHÔ 2-2-62) PRÉDIO DE 4 PAVIMENTOS 
   3DK (6,6,6,DK)

PERÍODO DE DISTRIBUIÇÃO DO FORMULÁRIO DE INSCRIÇÃO
   De 01/07/2008 (Ter) à 15/03/2008 (Ter) (Inclusive Sábados e Domingos) 
   Das 08:30 hs às 17:15 hs

PERÍODO DE RECEBIMENTO DAS INSCRIÇÕES
   De 08/07/2008 (Ter) à 15/03/2008 (Ter) (Inclusive Sábados e Domingos) 
   Das 08:30 hs às 17:15 hs

LOCAL DE DISTRIBUIÇÃO E ENTREGA DAS FICHAS DE INSCRIÇÃO
   PREFEITURA DE TAKAHAMA SHIMIM SEIKATSU GURUPU (BALCÃO DO 1º ANDAR)

SESSÃO PÚBLICA DE SORTEIO-ESCLARECIMENTOS SOBRE O INGRESSO-LOCAL
   22/07/2008 (Ter)  AS 10:00 hs
   PREFEITURA DE TAKAHAMA  4º ANDAR SALA DE REUNIÃO n.5
※PRESENÇA OBRIGATÓRIA MESMO DE UM REPRESENTANTE.

PREVISÃO DE INGRESSO  01/08/2008 (Sex)

MAIORES INFORMAÇÕES:  SHIMIM SEIKATSU GURUPU  TEL. 52-1111(ramal 265)

QUALIFICAÇÃO NECESSÁRIA  (QUESITOS BÁSICOS)
・PARENTES QUE RESIDAM ATUALMENTE OU PRETENDEM RESIDIR EM COMUM (CASAIS QUE 
   TEM VIDA MARITAL (AMIGADOS) INCLUSIVE OS CASADOS LEGALMENTE.
※SOLTEIROS TAMBÉM PODEM SE INSCREVER DESDE QUE SE INCLUAM NAS CONDIÇÕES
   (IDOSOS  ETC...) EXCETUAM-SE CASOS EM QUE HAJA  SEPARAÇÃO OU AGREGAÇÃO
   INADEQUADA DA FAMÍLIA.
・RENDA  BÁSICA (RENDA MENSAL) NO CASO DE FAMÍLIA COMUM ABAIXO DE 200 MIL YEN,
   NO CASO DE FAMÍLIA AGREGADA ABAIXO DE 268 MIL YENS.
・ESTAR COMPROVADAMENTE COM DIFICULDADES DE MORADIA ATUALMENTE.
・NÃO ESTAR DEVENDO IMPOSTOS MUNICIPAIS E PROVINCIAIS.

OUTROS
・Além do aluguel há necessidade de pagar condomínio (Automaticamente ingressa na Associação de Moradores)
・O aluguel é corrigido anualmente baseando-se na renda do inquilino. Maiores informações entre em contato.
※Esse processo de seleção oferece unidades habitacionais em edifíicios construídos já ha algum tempo,
    portanto nas paredes e pisos há certo grau de desgaste que não é possível restaurar,esteja consciênte disto.
※Na ocasião do ingresso na unidade não é permitido criar animais de estimação,por isso queira ler atentamente o 
    manual de instruções de inscrição

A PREFEITURA DE TAKAHAMA CONTA COM BALCÃO DE ATENDIMENTO EM PORUTUGUÊS 
DIARIAMENTE ( INCLUSIVE SÁBADOS E DOMINGOS ) 08:30hs ÀS 17:00hs NO SETOR SHIMIN SEIKATSU GURUPU,
AO LADO DE ENTRADA PRINCIPAL TEL.52-1111 r.265
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豊作になりますように！！ 

5/29
貅 

　翼・高取・吉浜小学校の児童（5年生）が田植えを体験しました。ドロ
ドロの田んぼに児童らは大はしゃぎ。服がよごれたついでに、泥かけ合
戦になってしまったり、出てきたカエルをおいかけたり…。 
　田植えの経験がある子は少ないけれど、それでも1時間ほどで苗を植え
終えました。 
　秋には立派なもち米が実ることでしょう。収穫が待ち遠しいですね。 

一斉清掃にご協力 
ありがとうございました 
　空き缶等散乱防止条例「空き缶等散乱防止
市民行動の日」として行われた市民一斉清掃。
市内の企業や団体の協力のもと、市民約
5,000人が参加し高浜市を綺麗にしました。
この日集められたごみは可燃物7,420㎏、不
燃物1,240㎏、側溝から出た泥25t。日頃か
らの皆さんの努力により、年々一斉清掃で出る
ごみの量は減少しています。ポイ捨て、ごみ0
目指して行政も皆さんも一緒にがんばりましょ
う。 

いっしょに 
歯みがきしようね 

6/1
豸 

6/1
豸 

　就学前のお子さんを対象とした「よい子の歯を守る日」が保
健センターで開催されました。先生に歯の診察をしてもらった
後は、お父さん・お母さんと一緒に歯みがき指導。保健師さん
に上手な歯みがきのやり方を教えてもらいました。これからも
歯を大切にして、おいしくご飯を食べてくださいね。 

吉浜小学校 

高取小学校 翼小学校 

ちゃんと食べて 
いますか？ 

～ 南中学校ＰＴＡ食育講演会 ～ 
　授業参観の後、食に詳しい講師　食品小売会社 会長
加藤博一氏を招き、学校の体育館で食育講演会が開か
れ、130人の保護者らが「食」の大切さを学びました。 
　お母さんの味（そこでしか食べられない味）で、子
どもたちと一緒に食事をとりコミュニケーションを図
ると、子どもたちの心境の変化を察知できることなど
を講話されました。 

ほら見て！ 
たくさんとれたよ！ 

6/10
豸 

6/7
貍 

　梅雨時の貴重な晴天。絶好の玉ねぎ収穫日和となったこの
日、吉浜北部保育園の3～5歳児が玉ねぎの収穫で大喜び。
カメラを向けると「ほら見て、こんなにいっぱい取れたよ。」
と見せてくれました。 
　収穫した玉ねぎは、給食で調理されたり園児が持ち帰り家
庭で食べたりしたそうです。蜷 
　 
　同日、保健師と健康づくり推進員さんから歯の磨き方の講
話を聞いた後、染め出しを行い、歯科衛生士から歯磨きの指
導を受けました。▼ 

いきいき号で 
「もみじマーク」 
表示をＰＲ 

　碧南署や県交通安全協会碧南高浜連絡協議会が市内循
環バスのいきいき号に、75歳以上のドライバーは、車を
運転する際にもみじマークを表示するよう呼びかけるス
テッカーを貼りました。後部座席のシートベルトの着用
の義務化、自転車の通行区分の変更など6月の道路交通法
の改正に注意し、交通安全に努めましょう。 

6/10
豸 

6/4
貉 

6/6
貊 
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早期配布にご協力ください。 

いよいよアツ～い夏ですね。6月2日、市内の小学校で
一番早く港小学校がプール開きとなりました。3年生の
児童は、今年は深いプールで授業を受けることになり、
先生から注意事項を真剣に聞いた後、待ちに待ったプー
ルへ入っていきました。プールや水遊びが恋しいこれか
らの季節、水難事故には十分気をつけて楽しく遊んでく
ださいね。 

表　紙 夏！プールにザブン！ 

（ポルトガル語のページを読んで下さい！） 

広報たかはま H20.7.1 24

問合せ先　市役所こども育成グループ　蕁52－１１１１（内線362） 

　これからの国際・情報化社会に生きる子ど

もたちは、理論的に物事を考える力や広い視

野と柔軟な発想力・創造力などを身につけて

いくことが、特に求められています。 

　少年の主張大会は、市内の小学生・中学生・

高校生が日常生活の中で考えていることや感 

じていること、あるいは大人や社会に向けて

の訴えを聞くことにより、青少年の健全育成

に対する市民の理解を深めることを目的に開

催します。 

　これからの高浜を担う子どもたちの「声」

を聞くよい機会です。ぜひ、ご来場ください。 

第 25 回 少年の主張大会 少年の主張大会 
と　き　7月5日貍　午前9時～10時30分 
ところ　いきいき広場ホール 


